
　

本
稿
は
ỏ
本
紀
要
第
五
十
三
号
に
掲
載
し
た
ứ
世
継
物
語
Ứ
注
釈
ớ
七
Ờ
の
続
編

で
あ
る
Ố
前
稿
で
ứ
世
継
物
語
Ừ
の
三
系
統
諸
本
ớ
①
世
継
系
統
本
②
宇
治
拾
遺
系

統
本
③
宇
治
大
納
言
系
統
本
Ờ
の
う
ち
ỏ
①
世
継
系
統
本
②
宇
治
拾
遺
系
統
本
に
収

録
さ
れ
て
い
る
全
五
十
六
説
話
と
①
②
両
系
統
本
と
共
通
す
る
説
話
を
持
つ
③
宇
治

大
納
言
系
統
本
の
所
収
話
の
う
ち
①
②
両
系
統
と
共
通
す
る
説
話
の
本
文
翻
刻
と
注

釈
は
終
了
し
た
Ố
今
回
は
ỏ
③
宇
治
大
納
言
系
統
本
に
の
み
見
ら
れ
る
四
説
話
に
つ

い
て
本
文
翻
刻
と
注
釈
を
す
る
Ố

　

次
に
③
宇
治
大
納
言
系
統
に
分
類
さ
れ
る
伝
本
の
特 
徴 
を
記
す
Ố

ớ
１
Ờ

　

宇
治
大
納
言
系
統
伝
本
は
ỏ
い
づ
れ
も
上
・
中
・
下
三
巻
ỏ
全
五
十
四
話
を
所
収

す
る
Ố
①
世
継
系
統
本
②
宇
治
拾
遺
系
統
本
収
録
の
第
八
話
・
第
十
二
話
・
第
三
十

三
話
・
第
三
十
八
話
・
第
四
十
一
話
・
第
五
十
五
話
の
計
六
話
を
欠
き
ỏ
新
た
に

ứ
十
訓
抄
Ừ
か
ら
四
話
増
補
し
た
と
さ
れ
て
い 
る 
Ố
説
話
の
配
列
に
お
い
て
は
ỏ
①
世

ớ
１
Ờ

継
系
統
本
②
宇
治
拾
遺
系
統
本
と
は
ỏ
異
な
る
Ố
本
文
に
お
い
て
も
長
文
の
脱
落
や

増
補
が
あ 
る 
Ố
ま
た
ỏ
本
系
統
の
諸
本
に
は
ỏ
必
ず
次
の
奥
書
を
巻
末
に
付
帯
し
て

ớ
２
Ờ

い
る
Ố

　
　

写
本
云

　
　
　

有
宇
治
拾
遺
行
世
這
箇
物
語
未
有
鏤
梓
是

　
　
　

故
乞
仮
或
家
所
秘
之
本
使
満
直
謄
間
多
舛

　
　
　

差
只
追
陶
靖
節
之
遺
風
不
求
甚
解
暫
俟
侘

　
　
　

日
要
考
同
異
云
爾

　

本
系
統
諸
伝
本
は
ỏ
写
本
と
し
て
は
ỏ
内
閣
文
庫
蔵
坊
城
俊
親
奥
書
本
ỏ
岡
山
大

学
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
土
肥
家
本
ỏ
京
都
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
伴
信
友

本
ỏ
慶
応
大
学
図
書
館
蔵
滋
野
井
公
麗
自
筆
本
ỏ
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
葉
室
家
旧
蔵
本
ỏ

静
嘉
堂
松
井
文
庫
蔵
緑
竹
軒
自
筆
本
ỏ
多
和
文
庫
蔵
伊
勢
貞
文
識
語
本
の
七
本
が
あ

る
Ố
写
本
の
う
ち
京
都
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
伴
信
友
本
は
ỏ
無
刊
記
版
本

を
臨
写
し
た
も
の
で
あ
り
ỏ
静
嘉
堂
松
井
文
庫
蔵
緑
竹
軒
自
筆
本
は
ỏ
天
明
六
年
版

以
後
の
版
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
Ố

　

版
本
と
し
て
は
ỏớ
イ
Ờ
無
刊
記
版
本
ỏớ
ロ
Ờ
天
明
六
年
版
本
ờ
無
刊
記
版
本
を

補
刻
・
本
文
を
校
訂
を
し
て
ỏ
再
刊
の
事
情
を
語
る
序
文
ủ
兎
道
大
納
言
物
語
序
Ứỏ
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ủ
高
藤
系
図
Ứ
を
加
え
て
刊
行
し
た
Ố
天
明
六
年
勝
村
善
兵
衛
版
本
ỏ
天
明
六
年
書

肆
無
記
載
版
本
ỏ
天
明
六
年
河
内
屋
八
兵
衛
版
本
の
三
種
が
あ
る
Ởỏờ
ハ
Ở
天
明
六

年
版
の
後
刷
版
本
ờ
文
政
七
年
山
城
屋
佐
兵
衛
版
本
ỏ
天
保
四
年
秋
田
屋
市
五
郎
版

本
ỏ
天
保
六
年
秋
田
屋
市
五
郎
版
本
ỏ
天
保
十
一
年
書
林
仲
間
版
本
Ở
が
あ
る
Ố

　

凡
例
は
ỏ
今
ま
で
の
注
釈
に
準
ず
る
が
ỏ
次
の
如
く
で
あ
る
Ố

　
　
　
　

凡
例

一
ỏ
本
稿
は
ỏ
本
文
ỏ
校
異
ỏ
通
釈
ỏ
語
釈
ỏ
参
考
か
ら
な
る
Ố

一
ỏ
本
文
各
話
に
は
見
出
し
に
な
る
話
の
題
目
は
底
本
に
な
い
の
で
ỏ
私
意
に
よ

り
ỏ
各
話
の
前
に
◇
◇
で
括
ỳ
て
見
出
し
を
掲
げ
た
Ố
そ
の
折
ỏứ
世
継
物
語
Ừ
の

最
後
の
第　

話
の
あ
と
に
ỏ
①
②
系
統
本
に
は
ỏ
見
ら
れ
な
い
説
話
を
四
話
に
つ

56

い
て
は
ỏ
③
宇
治
大
納
言
系
統
所
収
順
に
ỏ
第　

話
ỏ
第　

話
ỏ
第　

話
ỏ
第　

57

58

61

62

話
と
通
し
番
号
を
付
し
た
が
ỏ
こ
れ
ら
も
底
本
に
は
な
い
Ố

一
ỏ
本
文
は
ỏ
架
蔵
本
版
本
ứ
宇
治
大
納
言
物
語
Ừ
を
底
本
と
し
た
Ố
当
本
は
ỏ
天

明
六
年
刊
大
阪
書
房
河
内
屋
八
兵
衛
版
本
で
あ
る
Ố

一
ỏ
対
校
に
用
い
た
諸
本
と
そ
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
Ố

　
　

宇
治
大
納
言
系
統
本

　
　
　

渡
ᴹ
無
刊
記
版
本
宇
治
大
納
言
物
語
ớ
慶
応
大
学
図
書
館
蔵
渡
辺
文
庫
本
Ờ

　
　
　

公
ᴹ
慶
応
大
学
図
書
館
蔵
滋
野
井
公
麗
自
筆
本

　
　
　

土
ᴹ
岡
山
大
学
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
土
肥
家
本

　
　
　

葉
ᴹ
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
葉
室
家
旧
蔵
本

　
　
　

坊
ᴹ
内
閣
文
庫
蔵
坊
城
俊
親
奥
書
本

　
　
　

伴
ᴹ
京
都
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
蔵
伴
信
友
本

　
　
　

竹
ᴹ
静
嘉
堂
松
井
文
庫
蔵
緑
竹
軒
自
筆
本

　
　
　

多
ᴹ
多
和
文
庫
蔵
伊
勢
貞
文
識
語
本

　
　
　

宇
ᴹ
右
記
宇
治
大
納
言
物
語
系
統
全
諸
本

一
ỏ
底
本
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
方
針
を
と
ỳ
た
Ố

１
ỏ
本
文
は
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
ỏ
適
宜
ỏ
段
落
に
わ
け
ỏ
句
読
点
お
よ

び
濁
点
を
付
し
た
Ố
会
話
の
部
分
に
カ
ギ
括
弧
を
付
け
た
Ố
ま
た
ỏ
読
み
や

す
さ
を
考
え
て
ỏ
幾
つ
か
の
段
落
に
し
た
Ố

２
ỏ
底
本
の
異
体
字
な
ど
は
正
字
体
に
改
め
て
統
一
し
た
Ố

３
ỏ
底
本
の
仮
名
は
通
読
の
便
を
考
え
て
ỏ
適
宜
ỏ
漢
字
に
改
め
た
Ố
ま
た
ỏ

片
仮
名
は
平
仮
名
に
し
た
Ố

　
　
　
ở
例
Ỡ　

つ
ら
ゆ
き
ˣ
貫
之　
　

あ
ら
バ
ˣ
あ
ら
ば

４
ỏ
仮
名
づ
か
い
は
ỏ
歴
史
的
仮
名
づ
か
い
に
統
一
し
ỏ
底
本
の
仮
名
づ
か
い

は
ỏ
そ
の
ま
ま
ỏ
本
文
の
右
に
振
仮
名
と
し
て
残
し
た
Ố

　
　
　
ở
例
Ỡ　 
を 
の
づ
か
ら

お

５
ỏ
送
り
仮
名
や
助
詞
な
ど
を
新
し
く
付
し
た
場
合
に
は
ỏ
そ
の
右
わ
き
に
・

印
を
付
し
た
Ố

　
　
　
ở
例
Ỡ　

侍
め
る
ˣ
侍 
る 
め
る

・

６
ỏ
底
本
の
あ
て
字
に
は
ỏ
正
し
い
漢
字
を
本
文
と
し
ỏ
そ
の
右
わ
き
に
ỏ
付

し
た
Ố

　
　
　
ở
例
Ỡ　 
魂 　
玉
し
ゐ

７
ỏ
反
復
符
号
ủ
々
Ứủ
々
Ứủ
／ 
＼
Ứ
は
ỏ
底
本
の
ま
ま
と
し
た
Ố

８
ỏ
底
本
の
原
文
に
ỏ
傍
書
・
注
記
が
あ
る
も
の
は
ớ　

Ờ
に
入
れ
て
ỏ
本
文

の
右
に
付
し
た
Ố 
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一
ỏ
本
文
の
改
訂
ỏ
補
入
お
よ
び
校
異
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
な
方
針
を
と
ỳ
た
Ố

１
ỏ
底
本
の
本
文
を
尊
重
し
ỏ
誤
り
の
あ
る
場
合
も
な
る
べ
く
底
本
の
ま
ま
残

し
ỏ
校
異
ỏ
語
釈
の
項
で
ỏ
そ
の
旨
を
説
明
す
る
Ố
し
か
し
ỏ
全
く
意
味
を

な
さ
な
い
所
は
ỏ
本
文
を
訂
正
し
た
Ố

２
ỏ
底
本
の
本
文
に
脱
字
・
脱
文
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
ỏ
本
文
を

ớ　

Ờ
に
入
れ
て
補
い
ỏ
校
異
に
記
し
た
Ố

３
ỏ
校
異
の
作
成
に
当
ỳ
て
は
ỏ
次
の
方
針
を
と
ỳ
た
Ố

ớ
１
Ờ
語
句
の
異
同
ỏ
仮
名
つ
か
い
の
相
違
ỏ
仮
名
表
記
と
漢
字
表
記
の
相

違
・
注
記
な
ど
を
記
し
た
Ố
見
せ
消
ち
・
訂
正
部
分
は
ỏ
該
当
箇
所
の

校
異
の
項
に
記
し
た
Ố

ớ
２
Ờ
上
に
底
本
の
本
文
を
掲
げ
ỏ
下
に
そ
れ
に
対
す
る
異
文
を
挙
げ
て
ỏ

諸
本
の
略
号
を
付
し
た
Ố
た
だ
し
ỏ
底
本
の
本
文
表
記
の
変
更
や
誤
脱

が
あ
ỳ
て
そ
れ
を
訂
し
た
場
合
は
ỏ
訂
し
た
本
文
を
上
に
掲
げ
ỏ
そ
の

下
に
底
本
の
現
状
を
説
明
し
た
Ố
対
照
の
便
宜
上
ỏ
本
文
中
の
校
異
欄

の
見
出
し
と
し
た
語
句
に
は
ỏ
そ
の
右
肩
に
ỏ
各
話
ご
と
１
ỏ
２
ỏ
３

ộ
ộ
の
通
し
番
号
を
付
し
た
Ố

ớ
３
Ờ
底
本
に
な
い
部
分
を
諸
本
が
持
つ
場
合
は
ỏ
本
文
中
に
＊
印
を
つ
け

て
ỏ
校
異
・
語
釈
の
項
で
説
明
し
た
Ố

一
ỏ
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
ỏ
先
学
の
ご
著
書
・
ご
論
考
を
通
じ
て
多
大
の
恩
恵
を

蒙
ỳ
た
Ố
常
に
参
照
し
た
注
釈
書
は
ỏ
次
の
も
の
で
あ
る
Ố

　

日
本
古
典
文
学
大
系
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
日
本
古
典
全
集
・
新
日
本

古
典
全
集
・
新
潮
古
典
集
成
所
収
本
ớ
大
和
物
語
ỏ
枕
草
子
ỏ
源
氏
物
語
ỏ

大
鏡
ỏ
栄
花
物
語
ỏ
今
昔
物
語
集
ỏ
紫
式
部
日
記
ỏ
俊
頼
髄
脳
ỏ
後
撰
和
歌

集
ỏ
後
拾
遺
和
歌
集
ỏ
和
漢
朗
詠
集
ỏ
宝
物
集
ỏ
十
訓
抄
等
Ờ

　
ứ
後
撰
和
歌
集
の
研
究
Ừớ
佐
藤
高
明
著
昭
和
四
十
五
年
日
本
学
術
振
興
会
Ờ

　
ứ
栄
花
物
語
新
注
Ừớ
河
北
騰
著
昭
和
四
十
五
年
笠
間
書
院
Ờ

　
ứ
古
事
談
Ừ
上
下
ớ
小
林
保
治
校
注
昭
和
四
十
六
年
現
代
思
想
社
Ờ

　
ứ
栄
花
物
語
全
注
釈
Ừ
三
ớ
松
村
博
司
著
昭
和
四
十
七
年
角
川
書
店
Ờ

　
ứ
枕
草
子
全
注
釈
Ừớ
田
中
重
太
郎
著
昭
和
四
十
七
年
Ỗ
角
川
書
店
Ờ

　
ứ
校
本
大
和
物
語
と
そ
の
研
究
Ừ
増
補
版
ớ
阿
部
俊
子
著
昭
和
四
十
九
年
三

省
堂
Ờ

　
ứ
大
鏡
全
評
釈
Ừớ
保
坂
弘
司
著
昭
和
五
十
四
年
学
燈
社
Ờ

　
ứ
今
物
語
・
高
房
集
・
東
斎
随
筆
Ừớ
久
保
田
淳
・
他
校
注
昭
和
五
十
四
年
三

弥
井
書
店
Ờ

　
ứ
全
唐
詩
Ừớ
一
九
七
九
年
中
華
書
局
Ờ

　
ứ
新
版
枕
草
子
Ừớ
石
田
穣
二
訳
注
昭
和
五
十
四
年
角
川
書
店
Ờ

　
ứ
大
和
物
語
の
考
証
的
研
究
Ừớ
森
本
茂
著
昭
和
五
十
五
年
和
泉
書
院
Ờ

　
ứ
古
事
談
Ừ
上
下
ớ
小
林
保
治
校
注
昭
和
五
十
六
年
現
代
思
想
社
Ờ

　
ứ
枕
草
子
解
環
Ừớ
萩
谷
朴
昭
和
五
十
六
年
同
朋
社
Ờ

　
ứ
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
Ừớ
柿
本
奨
著
昭
和
五
十
六
年
武
蔵
野
書
院
Ờ

　
ứ
日
本
漢
文
学
大
辞
典
Ừ
近
藤
春
雄
著
昭
和
六
十
年
明
治
書
院
Ờ

　
ứ
栄
花
物
語
標
注
Ừớ
本
位
田
重
美
編
昭
和
五
十
七
年
笠
間
書
院
Ờ

　
ứ
栄
花
物
語
の
研
究
校
異
篇
Ừớ
松
村
博
司
編
昭
和
六
十
一
年
和
泉
書
院
Ờ

　
ứ
枕
草
子
Ừớ
増
田
繁
夫
著
昭
和
六
十
二
年
和
泉
書
院
Ờ

　
ứ
重
之
集
・
子
の
僧
の
集
・
重
之
女
集
全
釈
Ừ
私
家
集
全
釈
叢
書
ớ
目
加
田
さ

く
を
著
昭
和
六
十
三
年
風
間
書
房
Ờ

　
ứ
白
氏
文
集
Ừ
三　

新
釈
漢
文
学
大
系
ớ
岡
村
繁
著
昭
和
六
十
三
年
明
治
書

院
Ờ

　
ứ
後
撰
和
歌
集
全
釈
Ừớ
木
船
重
昭
著
昭
和
六
十
三
年
笠
間
書
院
Ờ

　
ứ
後
拾
遺
和
歌
集
Ừớ
川
村
晃
生
校
注
昭
和
六
十
六
年
和
泉
書
院
Ờ
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ứ
後
拾
遺
和
歌
集
全
釈
Ừớ
藤
本
一
恵
著
平
成
五
年
風
間
書
房
Ờ

　
ứ
大
和
物
語
全
釈
Ừớ
森
本
茂
著
平
成
五
年
大
学
堂
書
店
Ờ

　
ứ
十
訓
抄
全
注
釈
Ừớ
川
村
全
二
注
釈
平
成
六
年
新
典
社
Ờ

　
ứ
後
拾
遺
和
歌
集
新
釈
Ừ
上
下
ớ
犬
養
廉
・
平
野
由
紀
子
・
い
さ
ら
会
著
平

成
八
年
笠
間
書
院
Ờ

　
ứ
大
和
物
語
の
婚
姻
と
第
宅
Ừớ
新
田
孝
子
著
平
成
十
年
風
間
書
房
Ờ

　
ứ
大
和
物
語
評
釈
Ừ
上
下
ớ
今
井
源
衛
著
平
成
十
一
年
ớ
上
Ờ・
平
成
十
二
年

ớ
下
Ờ
笠
間
書
院
Ờ

　

付
記　

先
年
来
の
伝
本
調
査
を
お
許
し
下
さ
ỳ
た
各
文
庫
・
図
書
館
・
諸
本

所
蔵
者
の
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
Ố

　
　
　

◇　
　

藤
原
の
ま
さ
ち
か
ớ
惟
規
Ờ
の
臨
終
の
事
◇

57

　
 
今 
は
昔
ỏ
藤
原
の 
ま 
さ
ち
か
は
世
の 
好 
き
者
に
て
侍
り
し
Ố
父
の
越
後
の
守
為
時

１ 

２ 

３

に 
伴 
な
ひ
て
ỏ 
彼 
国 
へ  
下 
り
け
る
ほ
ど
に 
重 
く
煩
ひ
け
る
が
ỏ

４ 

５ 

６ 

７ 

８

　
　
 
都 
に
も
恋
し
き
人
の
あ
ま
た
あ
れ 
ば
猶 
此
度
は 
い
か
ん
と
ぞ 
思
ふ

９

と 
詠
み
た
り
け
れ
ど
も
ỏ
い
と
ゝ 
限
り
に
の
み 
見
え
け
れ
ば
ỏ
父
の 
沙
汰
に
て
ỏ
或

山
寺
よ
り
ỏ 
徳
あ
る
知
識
を 
呼
び
た
り
け
る
に
ỏ  
中
有 の 
旅 
の
あ
り
さ
ま
ỏ 
心
細
き

ớ
な
か
ゆ
う
Ờ 
ớ
た
び
Ờ

や
う
な
ど
語
り
て
ỏủ 
是
に
や
す
ら
は
で
ỏ
す
ぐ
に
浄
土
へ 
参
り
給
へ
Ứ
な
ど 
言
ひ
聞

せ
け
り
Ố

ま
さ
ち
か
ủ
中
有
と 
は
い
か
な
る
所
を
や
Ứ
と
申
せ
ば
ỏủ 
夕
暮
れ
の
空
に
ỏ  
広 
き

ớ
ひ
ろ
Ờ

野
に
行
出
た
る
様
に
て
ỏ 
知
れ
る
人
も
な
く
て
ỏ 
た
ヾ
ひ
と
り 
心
細
く 
迷
ひ
あ
り
く

也
Ứ
と 
答
る
を 
聞
き
て
ỏủ
其
野
に
は
ỏ 
嵐
に
た
ぐ
ふ 
紅
葉
ỏ
風
に
な
び
く 
尾
花
が 
も

と
に
ỏ
松
む
し
鈴
む
し 
鳴
く
に
や
Ố
さ
だ
に
も 
あ
ら
ば
ỏ 
何
か
は 
苦
し
か
ら
ん
Ứ
と

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

い
へ
る
Ố

是
を 
聞
き
て
ỏ 
あ
ひ
な
く 
心
づ
き
な
く 
覚
え
け
れ
ば
ỏ
僧
ỏ 
逃
げ
走
り
に
け
り
Ố

　

此
歌
の 
終
は
り
の
ủ 
ふ
Ứ 
文
字 
を
ば
ỏ 

ớ
も
じ
Ờ

 
え  
書
か
ざ
り
け
る
と
か
や
Ố
さ
な
が
ら
都

ゑ

へ 
も
て
帰
り
ỏ 
親
ど
も
い
か
に 
哀
れ
に 
悲
し
か
り
け
ん
Ố

ở
校
異
Ỡ　

１　

今
は
昔
ᴹ
い
ま
は
む
か
し
底
渡
坊
伴
竹
い
ま
ハ
む
か
し
公
多
今
ハ
む

か
し
土
葉　

２　

ま
さ
ち
か
は
ᴹ
ま
さ
ち
か
ハ
底
渡
多
公
葉
坊
伴
竹
政
ち
か
は
土　

３　

好
き
者
ᴹ
す
き
も
の
に
て
侍
り
し
底
渡
多
公
葉
伴
竹
す
き
物
に
て
侍
り
し
土　

４　

伴
な
ひ
て
ᴹ
と
も
な
ひ
て
底
渡
多
公
葉
坊
伴
竹
と
も
な
ゐ
て
土　

５　

彼
ᴹ
か

の
土　

６　

へ
ᴹ
え
土　

７　

下
り
ᴹ
く
だ
り
け
る
ほ
ど
に
多
坊
く
た
り
け
る
ほ
と

に
葉　

８　

重
く
煩
ひ
ᴹ
お
も
く
わ
づ
ら
ひ
け
る
が
底
渡
伴
竹
お
も
く
わ
つ
ら
ひ
け

る
か
葉
お
も
く
わ
づ
ら
ひ
け
る
か
多
公
土　

９　

都
に
も
ᴹ
都
に
は
公
坊　
　
　

ば

10

ᴹ
は
葉
バ
渡
多
公
土
坊
伴
葉　
　
　

此
度
は
ᴹ
此
度
ハ
渡
多
伴
竹
此
度
は
土
こ
た
び

11

ハ
公
こ
た
ひ
ハ
葉
坊　
　
　

い
か
ん
と
ぞ
ᴹ
い
か
ん
と
ぞ
底
公
坊
い
か
ん
と
そ
渡
多

12

公
伴
竹
い
か
む
と
ぞ
土　
　
　

思
ふ
ᴹ
お
も
ふ
公
葉
坊　
　
　

詠
み
ᴹ
よ
み
宇　
 

13

14

　
　

限
り
に
の
み
ᴹ
か
ぎ
り
に
の
ミ
宇　
　
　

見
え
け
れ
ば
ᴹ
見
え
け
れ
ハ
底
渡
多

15

16

公
土
葉
坊
竹
見
え
け
れ
バ
伴　
　
　

沙
汰
ᴹ
さ
た
底
渡
多
公
土
葉
坊
竹
さ
だ
伴　
 

17

　
　

徳
あ
る
ᴹ
と
く
あ
る
底
渡
伴
竹
徳
あ
る
多
と
く
有
公
土
葉
坊　
　
　

呼
び
た
り

18

19

け
る
に
ᴹ
よ
び
た
り
け
る
に
底
渡
伴
多
公
竹
よ
ひ
た
り
け
る
に
葉
坊
よ
ひ
た
り
け
る

ニ
土　
　
　

中
有
の
旅
の
あ
り
さ
ま
 M
中
有 
ち
う
う

の 
旅 
の
あ
り
さ
ま
底
渡
中
有
の
旅
の
有

た
び

20

さ
ま
公
土
葉
坊　
　
　

心
細
き
や
う
な
ど
語
り
て
ᴹ
心
ぼ
そ
き
や
う
な
ど
か
た
り
て

21

底
渡
多
公
土
坊
伴
竹
こ
ゝ
ろ
ぼ
そ
き
や
う
な
ど
か
た
り
て
葉　
　
　

是
に
や
す
ら
は

22

で
ᴹ
是
に
や
す
ら
ハ
で
底
渡
公
土
坊
竹
是
に
や
す
ら　

で
葉
是
に
や
す
ら
ひ
て
多 
是 こゝ

はひ

に
や
す
ら
は
ハ
で
伴　
　
　

参
り
ᴹ
ま
い
り
底
渡
多
公
葉
坊
伴
竹
ま
ゐ
り
土　
 

23

　
　

い
ひ
聞
か
せ
ᴹ
い
ひ
聞
せ
底
渡
多
公
土
葉
坊
伴
竹
い
ひ
き
か
せ
葉　
　
　

は
ᴹ

24

25

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

26
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ハ
多
公
土
葉
坊　
　
　

夕
暮
れ
ᴹ
夕
く
れ
坊　
　
　

広
き
野
に
行
き
出
で
た
る
 M
広 ひろ

26

27

き
野
に
行
出
た
る
底
渡
広
き
野
に
行
出
た
る
公
葉
坊
伴
竹
広
き
野
に
行
給
た
る
土
広

き
野
に
行
給
ひ
た
る
多　
　
　

知
れ
る
ᴹ
し
れ
る
宇　
　
　

た
ヾ
ᴹ
只
土　
　
　

心

28

29

30

細
く
ᴹ
心
ぼ
そ
く
宇　
　
　

迷
ひ
あ
り
く
ᴹ
ま
よ
ひ
あ
り
く
宇　
　
　

答
る
ᴹ
こ
と

31

32

ふ
る
土
答
ル
坊　
　
　

聞
き
て
ᴹ
き
ゝ
て
底
渡
多
葉
伴
竹
聞
て
公
土
坊　
　
　

嵐
ᴹ

33

34

あ
ら
し
底
渡
多
公
葉
坊
伴
竹
嵐
土　
　
　

紅
葉
ᴹ
も
み
ぢ
公
も
ミ
ぢ
葉
坊　
　
　

尾

35

36

ᴹ
ủ
風
Ứ
を
ミ
セ
ケ
チ
し
て
ủ
尾
Ứ
と
訂
正
伴　
　
　

も
と
に
ᴹ
本
に
土　
　
　

鳴

37

38

く
ᴹ
な
く
土　
　
　

あ
ら
ば
ᴹ
あ
ら
バ
底
多
公
伴
竹
坊
あ
ら
ハ
渡
葉
あ
ら
は
土　
 

39

　
　

何
か
は
ᴹ
何
か
ハ
底
渡
多
公
坊
伴
竹
何
か
は
土
な
に
か
ハ
葉　
　
　

苦
し
か
ら

40

41

ん
ᴹ
苦
し
か
ら
む
竹
く
る
し
か
ら
ん
公
土
坊　
　
　

聞
き
て
ᴹ
き
ゝ
て
底
渡
多
伴
竹

42

聞
て
公
土
葉
坊　
　
　

あ
ひ
な
く
ᴹ
あ
い
な
く
公
葉
坊
あ
へ
な
く
土　
　
　

心
ᴹ

43

44

こ
ゝ
ろ
土　
　
　

覚
え
け
れ
ば
ᴹ
覚
へ
け
れ
バ
底
渡
公
坊
葉
覚
へ
け
れ
ハ
多
覚
へ
け

45

れ
は
竹
お
ほ
え
け
れ
ハ
土　
　
　

逃
げ
走
り
に
け
り
ᴹ
に
げ
は
し
り
に
け
り
渡
多
土

46

葉
坊
伴
竹
に
げ
は
し
り
け
り
公　
　
　

歌
の
終
は
り
ᴹ
お
は
り
多
歌
の
お
は
り
多
渡

47

公
土
葉
坊
伴
竹　
　
　

ふ
文
字
を
ば
ᴹ
ふ 
文  
字 
を
バ
底
渡
公
葉
竹
ふ
文
字
を
ハ
多
土

も 

じ

48

坊
ふ
文
字
を
ば
伴　
　
　

え
ᴹ
ゑ
底
渡
公
坊
竹
ủ
ゑ
Ứ
ミ
セ
ケ
チ
ủ
え
Ứ
伴　
 

49

　
　

書
か
ざ
り
け
る
ᴹ
か
ゝ
ざ
り
け
る
宇　
　
　

も
て
帰
り
ᴹ
も
て
帰
る
葉　
 

50

51

　
　

親
ᴹ
お
や
底
渡
多
公
坊
伴
竹
を
や
葉　
　
　

哀
れ
ᴹ
あ
は
れ
底
渡
多
公
土
坊
伴

52

53

竹
本
文
に
は
ủ
あ
は
れ
Ứ
の
部
分
は
な
い
Ố
行
間
に
ủ
哀
れ
イ
Ứ
と
傍
書
が
あ
る
Ố

葉　
　
　

悲
し
か
り
け
ん
ᴹ
か
な
し
か
り
け
ん
底
渡
多
公
葉
坊
伴
か
な
し
か
り
け
む

54

土
竹

ở
通
釈
Ỡ　

今
は
昔
ỏ
藤
原
ま
さ
ち
か
は
ỏ
世
間
で
は
好
色
の
人
と
評
判
で
あ
ỳ
た
Ố

父
の
越
前
の
守
為
時
と
と
も
に
ỏ
越
後
の
国
へ
下
向
す
る
途
中
で
重
病
に
な
ỳ
た
Ố

　

都
に
は
恋
し
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
ỏ
な
ん
と
し
て
も
こ
の
度
の
旅
は
ỏ

生
き
て
都
へ
帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
Ố

と
歌
を
詠
ん
だ
Ố
臨
終
を
迎
え
よ
う
と
な
ỳ
た
た
め
父
の
越
後
守
為
時
は
指
図
し

て
ỏ
と
あ
る
山
寺
か
ら
徳
の
あ
る
高
僧
を
呼
び
寄
せ
て
ỏ
中
有
の
旅
の
様
子
ỏ
寂
し

い
様
子
を
話
し
ỏủ
こ
こ
で
迷
わ
な
い
で
ỏ
す
ぐ
に
浄
土
へ
お
向
か
い
な
さ
い
ỐỨ
な

ど
と
言
い
聞
か
せ
た
Ố
ま
さ
ち
か
は
ủ
中
有
と
は
ỏ
ど
ん
な
所
で
す
か
ỐỨ
と
尋
ね
る

と
ỏ
僧
は
ủ
夕
暮
れ
の
空
の
も
と
で
広
い
野
原
に
出
で
た
る
様
な
所
で
す
Ố
知
ỳ
て

る
人
は
誰
も
い
な
い
世
界
で
あ
り
ỏ
そ
こ
を
た
だ
一
人
心
細
く
迷
い
歩
き
ま
す
ỐỨ
と

返
答
す
る
の
を
聞
き
ỏ
ま
さ
ち
か
は
ỏủ
其
野
に
は
嵐
に
舞
う
紅
葉
や
風
に
な
び
く
尾

花
の
も
と
か
ら
ỏ
松
虫
鈴
虫
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
か
Ố
そ
う
で
あ
る
な

ら
ỏ
な
に
が
苦
し
く
あ
り
ま
し
Ỷ
う
か
ỏ
一
向
に
か
ま
い
ま
せ
ん
ỐỨ
と
言
う
Ố
こ
の

言
葉
を
聞
い
て
ỏ
僧
は
ỏủ
無
益
で
あ
る
Ố
た
だ
も
う
わ
け
も
な
く
い
や
だ
ỐỨ
と

思
ỳ
た
の
で
ỏ
走
ỳ
て
逃
げ
て
い
ỳ
た
Ố

　
ủ
都
に
も
Ứ
の
歌
の
最
後
の
一
文
字
で
あ
る
ủ
ふ
Ứ
の
字
を
書
き
終
わ
ら
な
い
ま
ま

ま
さ
ち
か
の
命
が
絶
え
て
し
ま
ỳ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
Ố
そ
し
て
そ
の
ま
ま
歌
を

都
へ
持
ち
帰
ỳ
た
親
た
ち
は
ど
れ
ほ
ど
辛
く
悲
し
か
ỳ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
Ố

ở
語
釈
Ỡ　

○
藤
原
ま
さ
ち
か　
ứ
今
昔
物
語
集
Ừ
巻
三
十
一
第
二
十
八
話
ỏứ
俊
頼
髄

脳
Ừỏứ
後
拾
遺
和
歌
集
Ừỏứ
十
訓
抄
Ừ
で
は
ỏ
藤
原
惟
規
と
あ
る
Ố
藤
原
惟
規
の
誤

り
Ố
藤
原
惟
規
は
ỏ
天
禄
三
年
ớ
九
七
二
Ờ
年
頃
に
生
ま
れ
ỏ
寛
弘
八
年
ớ
一
〇
一

一
Ờ
に
病
死
ớứ
作
者
部
類
ỪỜỐ
為
時
の
長
男
ỏ
母
は
ỏ
摂
津
守
藤
原
為
信
の
女
Ố
紫

式
部
の
同
母
弟
ỏ
兄
と
の
説
も
あ
る
Ố
年
少
の
頃
ỏ
父
か
ら
漢
籍
を
教
わ
る
時
ỏ
傍

ら
に
い
た
紫
式
部
が
覚
え
が
よ
く
父
を
嘆
か
せ
た
話
ỏ
中
宮
御
所
に
忍
び
込
ん
だ
盗

賊
を
捕
ら
え
て
手
柄
を
立
て
る
こ
と
な
く
早
々
に
退
出
し
て
紫
式
部
を
失
望
さ
せ
た

話
ớ
紫
式
部
日
記
Ờ
や
泥
酔
し
て
賜
禄
拝
舞
の
礼
を
し
な
か
ỳ
た
等
の
失
敗
譚
あ
る
Ố

寛
弘
四
年ớ
一
〇
〇
七
Ờ正
月
十
三
日
兵
部
丞
兼
蔵
人
に
補
さ
れ
るớ
御
堂
関
白
記
ỜỐ
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従
五
位
下
Ố
寛
弘
八
年
二
月
一
日
ỏ
父
為
時
が
越
後
守
に
赴
任
し
た
時
ỏ
老
父
の
身

を
案
じ
て
蔵
人
を
辞
し
て
随
行
し
た
が
ま
も
な
く
越
後
で
病
死
し
た
Ố
公
任
・
具
平

親
王
・
長
能
な
ど
の
歌
人
と
交
流
が
あ
ỳ
た
Ố
歌
人
で
ứ
後
拾
遺
和
歌
集
Ừ
に
三
首

入
集
ỏ
家
集
に
ứ
惟
規
集
Ừ
が
あ
る
Ố
○
越
前
の
守
為
時　

生
没
年
未
詳
Ố
堤
中
納

言
藤
原
義
雄
の
孫
ỏ
刑
部
大
輔
雅
正 
の
三
男
ỏ
母
は
ỏ
右
大
臣
藤
原
定
方
の
女
で
あ

る
Ốứ
世
継
物
語
Ừ
第
十
六
話
の
摂
津
守
為
頼
の
弟
で
あ
り
ỏ
紫
式
部
の
父
で
あ
る
Ố

越
前
・
越
後
守
に
な
ỳ
て
い
る
Ố
寛
弘
八
ớ
一
〇
一
一
Ờ
年
二
月
一
日
正
五
位
下
越

後
守
と
な
り
ớứ
弁
官
補
任
ỪỜỏ
長
和
五
ớ
一
〇
一
六
Ờ
年
四
月
二
十
九
日
三
井
寺
で

出
家
す
る
ớứ
小
右
記
Ừ
五
月
一
日
の
条
ỜỐứ
本
朝
麗
藻
Ừứ
類
聚
句
題
抄
Ừứ
和
漢
兼

作
集
Ừ
等
に
多
く
の
漢
詩
が
あ
り
ỏứ
後
拾
遺
和
歌
集
Ừ
以
下
四
首
入
集
し
ỏ
歌
人
と

し
て
よ
り
文
人
と
し
て
名
高
い
Ốứ
俊
頼
髄
脳
Ừ
に
は
ỏủ
為
善
と
申
儒
者
の
子
に
惟

規
Ứỏứ
今
昔
物
語
集
Ừ
本
文
は
ủ
越
中
ノ
守
藤
原
ノ
為
善
ト
云
ケ
ル
博
士
ノ
子
ニ
惟

規
Ứ
と
あ
る
Ố
為
時
は
越
中
守
に
な
ỳ
た
閲
歴
は
な
い
Ốứ
今
昔
物
語
集
Ừ
該
当
箇
所

頭
注
一
に
は
ỏủ
倫
寧
の
孫
ỏ
理
能
の
子
Ố
母
は
清
原
元
輔
の
娘
Ố
た
だ
し
為
善
の
子

に
惟
規
は
い
な
い
Ố
藤
原
為
時
の
誤
り
か
ớ
新
日
本
古
典
文
学
全
集
ứ
今
昔
物
語

集
ỪỜỨ
と
あ
る
Ố
○
ủ
都
に
は
Ứ
の
歌　
ứ
後
拾
遺
和
歌
集
Ừ
巻
十
三　

恋
三　

七
六

四
番
Ố
詞
書
き
に
ủ
父
の
供
に
越
の
国
に
侍
り
け
る
時
ỏ
重
く
煩
ひ
て
ỏ
京
に
侍
り

け
る
斎
院
の
中
将
が
許
に
つ
か
は
し
け
る
Ứ
と
あ
る
よ
う
に
ỏ
都
の
恋
人
ỏ
斎
院
の

中
将
ớ
斎
院
長
官
源
為
理
の
女
Ờ
に
詠
み
送
ỳ
た
歌
で
あ
る
Ố
当
該
話
以
外
は
ỏ
三

句
は
ủ
お
ほ
か
れ
ば
Ứ
と
あ
る
Ố
当
該
歌
は
ỏứ
俊
頼
髄
脳
Ừ
に
は
ủ
第
一
句
は
ỏ
み

や
こ
に
は
Ứỏứ
俊
頼
髄
脳
Ừ
以
外
は
ỏủ
み
や
こ
に
も
Ứ
と
あ
る
Ốứ
宝
物
集
Ừỏứ
十

訓
抄
Ừ
一
ᴹ
四
五
ỏứ
骵
源
鈔
Ừ
十
二
ノ
下
ỏứ
今
昔
物
語
集
Ừ
巻
三
十
一
第
二
十
八

話
は
ủ
第
二
句
わ
び
し
き
人
Ứ
に
と
あ
る
Ố
歌
の
技
法
で
は
ỏ
掛
詞
を
使
い
ỏủ
こ
の

た
び
Ứ
は
ỏủ
度
Ứủ
旅
Ứ
を
掛
け
ỏủ
い
か
ん
と
ぞ
Ứ
は
ỏủ
行
か
む
Ứ
と
ủ
生
か
む
Ứ

を
掛
け
る
Ố
な
お
ỏ
紫
式
部
は
ỏứ
紫
式
部
日
記
Ừ
で
惟
規
の
恋
人
斎
院
中
将
に
た
い

し
て
ủ
斎
院
に
ỏ
中
将
の
君
と
い
ふ
人
は
べ
る
な
り
と
聞
き
は
べ
る
ỏ
た
よ
り
あ
り

て
ỏ
人
の
も
と
に
書
き
か
は
し
た
る
文
を
ỏ
み
そ
か
に
人
の
と
り
て
見
せ
は
べ
り
し
Ố

い
と
こ
そ
艶
に
ỏ
わ
れ
の
み
世
に
も
の
お
ゆ
ゑ
知
り
ỏ
心
深
き
ỏ
た
ぐ
ひ
は
あ
ら
じ
ỏ

す
べ
て
世
の
人
は
ỏ
心
も
肝
も
な
き
や
う
に
思
ひ
て
は
べ
る
べ
か
め
る
Ố
見
は
べ
り

し
に
ỏ
す
ず
ろ
に
心
や
ま
し
う
ỏ
お
ほ
や
け
ば
ら
と
か
ỏ
よ
か
ら
ぬ
人
の
い
ふ
よ
う

に
ỏ
に
く
く
こ
そ
思
う
た
ま
へ
ら
れ
し
か
Ố
文
書
き
に
も
あ
れ
ỏủ
歌
な
ど
の
を
か
し

か
た
む
は
ỏ
わ
が
院
よ
り
ほ
か
に
ỏ
誰
か
見
知
り
た
ま
ふ
人
の
あ
ら
む
Ố
世
に
を
か

し
き
人
の
生
ひ
い
で
ば
ỏ
わ
が
院
こ
そ
御
覧
じ
し
る
べ
け
れ
Ứ
な
ど
ぞ
は
べ
る
ỐỨ

と
辛
辣
な
記
述
を
し
て
お
り
ỏ
快
く
思
ỳ
て
い
な
か
ỳ
た
よ
う
だ
Ố
○
知
識　

善
知

識
Ố
高
徳
の
僧
が
臨
終
に
際
し
ỏ
念
仏
を
唱
え
極
楽
往
生
へ
導
く
こ
と
Ố
○
中
有　

中
陰
と
同
じ
Ố
仏
説
で
ỏ
衆
生
が
死
ん
で
次
の
生
を
受
け
る
ま
で
の
間
Ố
七
日
あ
る

い
は
ỏ
無
限
と
い
う
が
ỏ
四
十
九
日
の
間
Ố
次
の
生
が
決
ま
る
ま
で
を
旅
に
た
と
え

て
中
有
の
旅
と
い
う
Ố
○
た
ぐ
ふ　
ờ
類
ふ
・
比
ふ
・
副
ふ
Ở
一
緒
に
な
る
Ố
と
も
な

う
Ố
連
れ
立
ỳ
て
い
る
Ố
寄
り
添
う
Ố
並
ぶ
Ố
○
さ
だ
に
も
あ
ら
ば　

そ
う
で
さ
え

あ
る
な
ら
ば
Ố
○
あ
ひ
な
く　
ớ
あ
い
な
く
Ờ
形
容
詞
ủ
あ
い
な
し
Ứ
①
意
義
が
な

い
Ố
い
わ
れ
が
な
い
Ố
無
益
で
あ
る
Ố
②
心
に
み
た
な
い
Ố
不
本
意
だ
Ố
お
も
し
ろ

く
な
い
Ố
あ
ん
ま
り
だ
Ố
こ
こ
で
は
ỏ
①
の
意
味
で
解
す
る
Ố
惟
規
の
執
着
ぶ
り
に

善
知
識
は
ỏ
臨
終
念
仏
へ
導
く
こ
と
は
無
理
で
あ
る
と
判
断
し
た
Ố
○
心
づ
き
な

く　

い
や
だ
と
思
う
Ố
不
愉
快
に
な
る
Ố
○
都
へ
も
て
帰
り　

為
時
は
長
和
三
ớ
一

〇
一
四
Ờ
年
六
月
十
七
日
越
後
守
を
辞
し
ớứ
小
右
記
ỪỜỏ
都
へ
持
ち
帰
ỳ
た
Ố

ở
参
考
Ỡ　

本
話
は
ỏ
惟
規
は
臨
終
に
際
し
て
な
お
も
死
語
の
風
雅
を
願
ỳ
た
説
話
で

あ
る
Ố
本
話
の
伝
幡
に
つ
い
て
は
ỏ
源
経
信
著
ứ
難
後
拾
遺
Ừ
に
は
ỏủ
ち
ゝ
の
と
も

に
ゑ
ち
ご
に
ま
か
り
け
る
に
あ
ふ
さ
か
の
關
を
こ
え
て
爲
善
が
も
と
に
つ
か
は
し
け

る　

藤
原
惟
規　

あ
ふ
さ
か
の
せ
き
う
ち
こ
ゆ
る
ほ
ど
も
な
く
け
さ
は
都
の
人
ぞ
こ
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ひ
し
き　

ま
つ
は
と
こ
そ
き
ゝ
た
ま
へ
し
か
Ố
さ
て
は
ま
さ
る
ら
ん
も
の
を
Ố
こ
れ

は
た
め
よ
し
が
か
た
り
し
は
ỏ
の
ぶ
の
り
が
こ
の
う
た
を
よ
み
て
お
こ
せ
て
侍
し
か

へ
り
ご
と
を
ỏ
ゑ
ち
ご
に
つ
か
は
し
た
り
し
に
ỏ
の
ぶ
の
り
は
う
せ
て
ỏ
ち
ゝ
た
め

よ
し
が
㛀
事
を
い
と
あ
は
れ
に
か
き
つ
け
て
し
て
侍
し
ỏ
い
ま
に
う
し
な
は
で
は
べ

り
し
と
こ
そ
申
め
り
し
か
ỐỨ
と
あ
る
Ố
こ
の
点
よ
り
源
経
信
は
ỏ
親
し
い
為
善
か
ら

詳
細
な
惟
規
の
臨
終
の
様
子
と
父
為
時
の
手
紙
に
つ
い
て
聞
い
て
お
り
ỏ
こ
の
惟
規

の
臨
終
の
様
子
は
ỏ
源
経
信
か
ら
そ
の
子
源
俊
頼
に
伝
え
ら
れ
ỏứ
俊
頼
髄
脳
Ừ
に
収

録
さ
れ
た
と
の
ご
指
摘
が
あ
る
ớ
湯
之
上
早
苗
ủ
数
奇
と
求
道
ớ
四
Ờ
惟
規
説
話
と

俊
頼
髄
脳
Ứứ
文
教
国
文
学
Ừ
第
十
五
号
昭
和
五
十
九
年
九
月
ỏ
鈴
木
徳
男
ủ
惟
規
説

話
の
伝
承
ᴹ
ứ
俊
頼
髄
脳
Ừ
と
ứ
今
昔
物
語
集
Ừ
の
関
係
ᴹ
ứ
相
愛
国
文
Ừ
第
十
三

号
平
成
十
二
年
三
月
ỜỐ
以
上
の
推
測
か
ら
も
本
話
は
ỏứ
今
昔
物
語
集
Ừ
巻
三
十
一

第
二
十
八
話
ỏứ
俊
頼
髄
脳
Ừ
と
同
原
拠
よ
り
生
ま
れ
た
同
話
で
あ
る
と
思
わ
れ 
る 
Ố
ớ
２
Ờ

ま
た
本
話
は
ỏứ
十
訓
抄
Ừ
一
ᴹ
四
十
六
を
出
典
と
し
ỏứ
雑
々
集
Ừ
第
九
話
は
ỏ
本

話
と
同
文
的
同
話
で
あ
る
Ố

　
　
　

◇　

後
一
条
院
生
ま
れ
さ
せ
給
ふ
時
の
事
◇

58

　
 
今 
は
昔
ỏ
後
一
条
院 
生 
れ
さ
せ
給
ふ
時
ỏ
上
東
門
院
ỏ 
事 
外
に 
悩 
ま
せ
給
ひ
け
れ

１ 

２ 

３ 

４

ば
ỏ 
御 
堂
の
入
道
殿
ỏ 
騒 
が
せ
給
ひ
て
ỏ 
御 
前
よ
り
御
障
子
を 
開 
け
て
ỏ 
走 
り
出
さ

５ 

６ 

７ 

８ 

９

せ
給
ふ
て
ủ 
こ
は
い
か
ヾ
す
べ
き
Ố
御
誦
経
な
ど 
重
ね
て
す
べ
き
Ứ
と 
仰 
せ 
ら
れ
け

・

る
Ố 
御 
詞 
い
ま
だ 
終
は
ら
さ
る
に
ỏ 

ớ
こ
と
ば
Ờ

 
勘
解
野
相
公
有
国 
卿
ỏ
い
ま
だ 
若
か
り
け
る

ớ
か
て
の
し
や
う
こ
う
あ
り
く
に
Ờ

時
ỏ
申
て
い
は
く
Ốủ 
御 
産 
は 
既
に
成
り
候
た
る
也
Ố
か
さ
ね
て  
誦
経
 に
及
ぶ
べ

ớ
さ
ん
Ờ 

ớ
じ
ゆ
き
や
う
Ờ

か
ら
ず
Ứ
と
申
程
に
ỏ 
女
房
走
り
参
り
て
ỏủ
御
産
す
で
に 
成
り
ぬ
Ứ
と
申
け
り
Ố

 
事
果
て
ゝ
後
ỏ 
有
国
を
召
し
て
ủ
い
か
に
し
て
御
産 
成
り
ぬ
と
は 
知 
り 
け
る
ぞ
Ứ
と

・

問
は
せ
給
ふ
Ốủ  
障
子 は 
子 
を
さ
ふ
と 
書 

ớ
し
や
う
じ
Ờ 

ớ
こ
Ờ 

ớ
か
き
Ờ き 
て
候
に
ỏ 
広
く
開
き
て
候
な
れ
ば
Ố
御

・

産 
成
り
ぬ
と 
存
じ
て
申
つ
る
Ứ
と
也 

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

ở
校
異
Ỡ　

１　

今
は
昔
ᴹ
い
ま
は
む
か
し
底
渡
多
坊
伴
竹
い
ま
ハ
む
か
し
葉
今
ハ
む

か
し
土　

２　

生
ま
れ
ᴹ
む
ま
れ
土
葉　

３　

事
外
に
 M
事 
外
に
伴
殊
外
に
土

こ
と
の

４　

悩
ま
せ
ᴹ
な
や
ま
せ
宇　

５　

御
堂
の
入
道
殿
ᴹ
御
堂
ノ
入
道
と
の
土
御
堂
ノ

入
道
殿
坊　

６　

騒
が
せ
給
ひ
て
ᴹ
さ
は
が
せ
給
ひ
て
底
渡
土
葉
坊
伴
竹
さ
ハ
が
せ

給
ひ
て
多
さ
は
が
せ
給
て
公　

７　

御
前
ᴹ
御
ま
へ
土　

８　

開
け
て
ᴹ
あ
け
て
宇

９　

走
り
出
さ
せ
給
ふ
て
ᴹ
は
し
り
出
さ
せ
給
ふ
て
底
渡
多
土
坊
竹
は
し
り
い
で
さ

せ
給
ふ
て
公
葉
伴　
　
　

こ
は
ᴹ
こ
ハ
底
渡
多
公
葉
坊
伴　
　
　

重
ね
て
ᴹ
か
さ
ね

10

11

て
宇　
　
　

仰
せ
ら
れ
け
る
ᴹ
仰
せ
ら
れ
け
る
底
渡
公
土
葉
坊
竹
仰
せ
ら
れ
け
り
多

12

竹　
　
　

御
詞
ᴹ
御 
詞 
底
渡　
　
　

終
ら
ざ
る
に
ᴹ
お
は
ら
さ
る
に
底
渡
多
土
坊

こ
と
ば

13

14

伴
竹
お
ハ
し
ざ
る
に
葉　
　
　

勘
解
野
相
公
有
国
卿
 M
勘  
解  
野  
相  
公  
有  
国 
卿
底
渡

か 

て 

の 
し
や
う 
こ
う 
あ
り 
く
に

15

　
　

若
か
り
け
る
ᴹ
わ
か
か
り
け
る
宇　
　
　

御
産
は
ᴹ
御 
産 
ハ
底
渡
竹
御
産
ハ
多

さ
ん

16

17

公
土
葉
坊
伴　
　
　

既
に
成
り
候
た
る
也
ᴹ
既
に
な
り
候
た
る
也
底
渡
多
公
葉
坊
竹

18

す
で
に
成
候
た
る
也
土
既
に
な
り 
候 
た
る
也
伴　
　
　

誦
経
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
 M
誦 

さ
ふ
ら 

じ
ỵ

19

 
経 
に
お
よ
ぶ
べ
か
ら
ず
底
渡
誦
経
に
お
よ
ぶ
べ
か
ら
ず
多
公
葉
坊
伴
竹
誦
経
に
及
ぶ

き
や
う

べ
か
ら
ず
土　
　
　

女
房
走
り
参
り
て
ᴹ
女
房
は
し
り
ま
い
り
て
底
渡
多
土
伴
竹
女

20

房
は
し
り
参
り
て
公
葉
坊　
　
　

成
り
ぬ
ᴹ
な
り
ぬ
底
渡
多
公
葉
坊
伴
竹
成
り
ぬ
土

21

　
　

事
果
て
ゝ
ᴹ
事
は
て
ゝ
宇　
　
　

有
国
を
召
し
て
ᴹ
有
国
を
め
し
て
底
渡
多
土

22

23

葉
竹
ủ
も
Ứ
を
ミ
セ
ケ
チ
し
ủ
を
Ứ
と
訂
正
伴
有
国
を
召
て
公
坊　
　
　

成
り
ぬ
ᴹ

24

な
り
ぬ
底
渡
多
土
葉
伴
竹
成
ぬ
公
坊　
　
　

知
り
け
る
ぞ
と
は
ᴹ
知
け
る
ぞ
と
ハ
底

25

渡
公
坊
竹
知
け
る
ぞ
と
は
葉
伴
し
り
け
る
ぞ
と
ハ
土
し
り
け
る
そ
と
ハ
多　
　
　

障

26

子
は
子
を
さ
ふ
と
書
き
て
候
に
 M
障
子 
ハ 
子 
を
さ
ふ
と
て 
書 
て
候
に
底
渡
伴
障
子
ハ

し
や
う
じ 

こ 

か
き

子
さ
ふ
と
書
て
候
に
多
竹 
障
子 
ハ
子
さ
ふ
と
書
て
候
に
多
障
子
ハ
子
さ
ふ
と
か
き
て

し
や
う
じ

候
に
公
葉
坊
障
子
ハ
子
さ
ふ
と
か
き
て
さ
ふ
ら
ふ
に
土　
　
　

広
く
開
き
て
候
な
れ

27

ば
ᴹ
ひ
ろ
く
あ
き
て
候
な
れ
バ
底
渡
土
伴
ひ
ろ
く
あ
き
て
候
な
れ
ハ
多
公
葉
竹
ひ
ろ

く
あ
き
て
候
な
れ
は
坊　
　
　

成
り
ぬ
ᴹ
な
り
ぬ
宇　
　
　

存
じ
て
ᴹ
ぞ
ん
じ
て
底

28

29
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渡
公
葉
坊
伴
竹
そ
ん
し
て
多
土

ở
通
釈
Ỡ　

今
は
昔
ỏ
後
一
条
院
が
御
生
ま
れ
に
な
る
時
に
ỏ
御
母
上
の
上
東
門
院
は
ỏ

大
変
な
難
産
で
お
悩
み
に
な
ら
れ
た
の
で
ỏ
父
君
の
御
堂
入
道
殿
は
ỏ
あ
わ
て
ら
れ

た
Ố
御
前
か
ら
御
障
子
を
開
け
て
ỏ
走
り
出
て
こ
ら
れ
ỏủ
ど
う
す
べ
き
だ
ろ
う
か
Ố

御
誦
経
を
重
ね
て
す
べ
き
だ
ỐỨ
と
仰
せ
ら
れ
た
Ố
そ
の
御
堂
入
道
殿
の
御
言
葉
が

終
わ
ら
な
い
う
ち
に
ỏ
勘
解
野
相
公
有
国
卿
が
ま
だ
若
か
ỳ
た
こ
ろ
だ
ỳ
た
が
ỏủ
御

産
は
終
わ
ỳ
て
お
ら
れ
ま
す
Ố
重
ね
て
御
誦
経
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
ỐỨと
申
し
上
げ

て
い
る
間
に
ỏ
女
房
が
走
り
来
て
ủ
御
出
産
に
な
り
ま
し
た
ỐỨ
と
申
し
上
げ
た
Ố
事

が
落
着
い
た
後
ỏ
有
国
を
呼
び
ỏủ
ど
う
し
て
出
産
が
終
わ
ỳ
た
と
わ
か
ỳ
た
の
か
ỐỨ

と
尋
ね
る
と
ủ
障
子
は
ỏ
子
を
障
げ
る
と
書
き
ま
す
が
ỏ
障
子
が
広
く
開
い
て
い
ま

し
た
の
で
御
産
が
終
わ
ỳ
た
と
存
じ
て
申
し
上
げ
ま
し
た
ỐỨ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
Ố

ở
語
釈
Ỡ　

○
後
一
条
院　

第
六
十
八
代
後
一
条
天
皇
Ố
諱
は
敦
成
ỏ
寛
弘
五
年
ớ
一

〇
〇
八
Ờ
九
月
十
一
日
生
ま
れ
長
久
九
年
ớ
一
〇
三
六
Ờ
に
二
十
九
歳
で
崩
御
し
た
Ố

長
和
五
年
ớ
一
〇
一
六
Ờ
二
月
即
位
し
ỏ
長
久
九
年
ớ
一
〇
三
六
Ờ
ま
で
の
在
位
二

十
一
年
間
Ố
一
条
天
皇
第
二
皇
子
ỏ
母
は
ỏ
藤
原
彰
子
Ố
○
上
東
門
院　

一
条
天
皇

中
宮
ỏ
藤
原
彰
子
の
院
号
Ố
万
寿
三
年
ớ
一
〇
二
六
Ờ
正
月
十
九
日
に
出
家
Ố
○
御

堂
の
入
道
殿　

道
長
出
家
は
ứ
日
本
紀
略
Ừ
寛
仁
三
年
三
月
条
に
ủ
廿
一
日
ỏ
戊

寅
ỏ
前
太
政
大
臣
従
一
位
藤
原
朝
臣
道
長
落
饒
入
道
ợ
五
十
四
ỏ
法
名
行
観
ỏ
後
改

行
覚
Ụỏ
依
胸
病
也
ỏ
戒
師
法
印
院
源
ỏ
剃
御
頭
律
師
定
基
Ứ
と
あ
り
ỏ
他
に
ứ
小
右

記
Ừứ
大
鏡
Ừợ
太
政
大
臣
道
長
上
Ụ
に
も
あ
る
Ố
○
騒
が
せ
給
ひ
て　

敦
成
親
王
出

産
時
ỏ
物
の
怪
が
出
現
し
難
産
で
あ
ỳ
た
Ố
中
宮
御
産
所
に
物
の
怪
出
現
で
中
宮
に

憑
い
た
も
の
の
け
を
追
い
出
し
ỏ
寄
り
ま
し
に
駆
り
移
し
ỏ
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
分

担
し
た
僧
ご
と
に
加
持
を
す
る
な
ど
し
て
大
騒
ぎ
を
し
て
い
る
記
事
が
あ
る
ớứ
栄

花
物
語
Ừ
巻
八　

は
つ
は
な
ỜỐủ
左
武
衛
示
送
サ
レ
テ
云
フ
ỏ
丑
ノ
刻
バ
カ
リ
宮
ヨ

リ
退
出
す
Ố
已
に
御
産
気
無
シ
ỏ
但
シ
邪
気
出
デ
来
ル
ト
Ứớứ
御
産
部
類
記
ỪỜ
○
勘

解
野
相
公
有
国　

藤
原
有
国　

父
は
輔
道
ỏ
母
は
ỏ
源
俊
の
女
Ố
文
章
生
出
身
で
ỏ

東
宮
雑
色
か
ら
播
磨
・
越
後
な
ど
の
地
方
官
ỏ
蔵
人
頭
ỏ
勘
解
由
長
官
ỏ
太
宰
大
弐

を
勤
め
た
Ố
道
長
の
家
司
と
し
て
政
界
と
詩
壇
に
重
き
を
な
し
た
Ố
一
条
朝
の
漢
詩

人
ớứ
本
朝
麗
藻
Ừ
に
収
録
Ờ
で
あ
り
ỏ
代
表
的
公
卿
の
一
人
で
も
あ
る
ớứ
続
本
朝

往
生
伝
ỪỜỐ

ở
参
考
Ỡ　

本
話
と
ứ
十
訓
抄
Ừ
一
ᴹ
二
十
一
ứ
古
事
談
Ừ
三
十
七
ứ
本
朝
語
園
Ừợ
巻

一
有
国
障
子
Ụứ
骵
源
鈔
Ừ
十
二
は
ỏ
同
文
的
同
話
で
あ
る
Ố
し
か
し
ỏứ
古
事
談
Ừ

以
外
は
ỏ
有
国
が
ủ
い
ま
だ
若
か
り
け
る
時
Ứ
の
部
分
が
あ
る
が
ỏứ
古
事
談
Ừ
に
は

見
ら
れ
な
い
Ố
実
際
ỏ
後
一
条
天
皇
御
誕
生
の
寛
弘
五
年
ớ
一
〇
〇
八
Ờ
は
ỏ
九
四

三
年
生
ま
れ
の
有
国
は
ỏ
六
十
六
歳
で
あ
り
ỏ
若
く
は
な
い
Ố
こ
の
部
分
は
ỏ
有
国

の
実
像
を
離
れ
ỏ
有
能
な
人
物
と
し
て
有
国
像
の
形
成
が
増
幅
生
成
さ
れ
る
段
階
で

付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
Ố
本
話
は
ỏứ
十
訓
抄
Ừ
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い

る
Ố

　
　
　

◇　

清
少
納
言
御
簾
を
掲
げ
る
事
◇

59

　
 
今 
は
昔
ỏ
一
条
院
の 
御 
時
ỏ
雪
い
と
お
も
し
ろ
く  
降 

１ 

２ 

ớ
ふ
り
Ờ り ・

た
り
け
る
朝
Ố 
端 
近
く
出

４

 
で ・
さ
せ
給
ひ
て
Ố
雪 
御 
覧
じ
け
る
に
Ốủ 
香 
爐
峯
の
あ
り
さ
ま
Ố
い
か
な
ら
ん
Ứと
仰

５ 

６

ら
れ 
け 
れ
ば
清
少
納
言
御
前
に 
あ 
り
し
が
申
こ
と
な
く
て
Ố 
御
簾
を 
押
し
は
り
た
り

７ 

８

け
り
Ố
世
の
末
ま
で
Ố 
優
な
る
た
め
し
に 
言
ひ
伝
へ
ら
れ
け
る
Ố

　
 

彼
の 
香
爐
峯
の
事
は
楽
天
ỏ
老
の
後
ỏ
此 
山
に
一
つ
の
草
堂
を 
し
め
て
住
み
け
る

時
の 
詩
に
云
ỏ

　
 
 
遺 
ớ
イ 
愛  
寺 
ア
イ 
ジ
ノ 
鐘 
欹 
レ  　
     

枕　

聴

カ
ネ
ハ 
ソ
ハ
タ
テ
ゝ

 　
 キỜ　
　
　
 
香  
爐 

ớ
カ
ウ 
ロ 
峯 ホウ
ノ 
雪 
撥
 　  

レ　

ユ
キ
ハ      

簾　

カ
ゝ
ケ
テ

 
看 ル
Ờ

ミ

３

９

10

11

12

13

14

15

16

17
18
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と 
あ
る
を
ỏ
御
門
仰
出
さ
れ
る
に
よ
り
ỏ 
御
簾
を
ば
あ
げ
け
る
也
Ố

　

此 
清
少
納
言
は
ỏ
天
歴
の
御
時
ỏ
梨
壺
の
五
人
の
歌
仙  
な
り 
し
清
原
元
輔 

ớ
な
り
Ờ

 
女 
に

ớ
む
す
め
Ờ

て
ỏ
大
和
こ
と
ば
も 
家
の
風
吹 
き 
伝
へ
た
り
け
る
上
ỏ
心
ざ
ま
ỏ
わ
り
な
く 
優
に
て

・

折
に
つ
け
て
た
る
振
舞
ỏ 
い
み
じ
き
事
お
ほ
か
り 
け
り
Ố

ở
校
異
Ỡ　

１　

今
は
昔
ᴹ
い
ま
は
む
か
し
底
渡
多
公
伴
竹
い
ま
ハ
む
か
し
坊
今
ハ
む

か
し
土
葉　

２　

御
時
ᴹ
御
と
き
土　

３　

降
り
た
り
け
る
 M
降 
た
り
け
る
底
渡
降

ふ
り

た
り
け
る
公
土
葉
伴
竹
降
り
た
り
け
る
多
降
た
る
け
る
坊　

４　

端
近
く
出
で
さ
せ

ᴹ
は
し
近
く
出
さ
せ
底
渡
多
公
土
坊
伴
竹
は
し
ち
か
く
い
て
さ
せ
葉　

５　

御
覧
じ

ᴹ
御
ら
ん
し
公
土
葉
坊
御
覧
し
多
竹　

６　

香
爐
峯
の
あ
り
さ
ま
ᴹ
香
爐  
峯

     

の
あ
り

か
う
ろ
ほ
う

さ
ま
底 
香  
爐 
峯
の
あ
り
さ
ま
渡
香
爐
峯
の
有
さ
ま
土
香
爐
峯
の
あ
り
さ
ま
多
公
葉
坊

か
う 
ろ

伴
竹　

７　

け
れ
ば
ᴹ
け
れ
バ
底
渡
公
土
葉
坊
け
れ
ハ
多
竹
け
れ
ば
伴　

８　

あ
り

し
が
ᴹ
有
り
し
か
土
有
り
し
が
葉
あ
り
し
か
竹　

９　

御
簾
 M
御  
簾 
底
渡
土
葉　

ミ 

ス

　
　

押
し
は
か
り
た
り
ᴹ
を
し
は
か
り
た
り
け
り
底
渡
多
公
坊
お
し
は
か
り
た
り
土

10葉
竹
を
し
は
か
り
た
り
け
る
伴　
　
　

優
な
る
ᴹ
ゆ
う
な
る
宇　
　
　

言
ひ
伝
へ
ら

11

12

れ
け
る
ᴹ
い
ひ
つ
た
へ
ら
れ
け
る
宇　
　
　

彼
の
ᴹ
彼
ノ
底
渡
竹
か
の
多
土
ủ
彼
Ứ

13

を
ミ
セ
ケ
チ
ủ
後
Ứ
と
訂
正
葉　
　
　

香
爐
峯
の
事
は
ᴹ
香
爐
峯
の
事
ハ
宇　

14

　
　

山
に
一
つ
ᴹ
山
に
一
ỽ
底
渡
公
伴
竹
山
に
一
つ
多
山
に
ひ
と
つ
葉
坊
や
ま
に
ひ

15と
つ
土　
　
　

し
め
て
住
み
け
る
時
ᴹ
し
め
て
住
け
る
時
底
渡
多
公
伴
竹
坊
ủ
に
Ứ

16

を
ミ
セ
ケ
チ
ủ
て
Ứ
と
訂
正
坊
し
め
て
住
け
る
と
き
土
し
め
て
す
ミ
け
る
時
葉　

　
　

詩
に
云
ᴹ
詩
ニ
云
底
渡
多
葉
公
伴
竹
詩
ニ
い
は
く
土　
　
　
 
遺  
愛  
寺 

イ 
ア
イ 
ジ
ノ 

鐘 
欹 
レ  　

カ
ネ
ハ     

 

ソ
ハ
タ
テ
ゝ

17

18

 
枕 

聴
キ　

マ
ク
ラ
ヲ

 
香  
爐 
カ
ウ 
ロ 
峯 ホウ
ノ 
雪 
撥
レ　
簾　

ユ
キ
ハ

 
看 ルᴹ
遺
愛
寺
鐘
欹
レ

枕
聴  
香
爐
峯
雪
撥
レ

簾
看
公

ミ

土
葉
坊
伴
遺
愛
寺
ノ

鐘
ハ

欹
レ　

枕
ヲ

聴
キ

香
爐
峯
雪 
撥  
レ    

      

簾
ヲ

看
ル

多
遺
愛
寺
ノ

鐘
ハ 

欹 
レ  　

カ
ゝ
ケ
テ

     

 

ソ
ハ
タ
テ
ゝ

枕
ヲ

聴
香
爐
峯
雪 
撥  
レ    

      

簾
ヲ

看
ル

竹　
　
　

あ
る
ᴹ
ủ
成
る
Ứ
右
に
ủ
あ
る
Ứ
と
傍
書
坊 

カ
ゝ
ケ
テ

19

　
　

御
簾
を
ば
ᴹ
御
簾
を
バ
底
渡
公
伴
御
簾
を
ハ
多
土
葉
坊
竹
ủ
を
Ứ
ミ
セ
ケ
チ
し

20
19

20

21

22

23

24

25

26

27

再
度
ủ
を
Ứ
と
訂
正
伴　
　
　

清
少
納
言
は
ᴹ
清
少
納
言
ハ
底
渡
多
公
坊
伴　

21

　
　

な
り
し
ᴹ
也
し
底
多
ủ
し
Ứ
を
書
き
入
れ
右
傍
に
⍾歟
Ứ
と
あ
る
多
也
渡
公
土
葉

22坊
伴
竹
ủ
也
Ứ
に
ủ
な
る
Ứ
と
傍
書
渡　
　
　

女
 M
女 
底
渡
公
葉
伴
娘
土　
　
　

家

む
す
め

23

24

の
風
吹
き
伝
へ
た
り
け
る
上
ᴹ
家
の
風
吹
つ
た
へ
た
り
け
る
う
へ
底
渡
多
公
土
坊
伴

竹
家
の
風
ふ
き
つ
た
へ
た
り
け
る
う
へ
葉　
　
　

優
に
て
ᴹ
ゆ
う
に
て
宇　
　
　

い

25

26

み
じ
き
事
ᴹ
い
ミ
し
き
事
底
渡
多
公
土
坊
伴
竹
い
ミ
し
き
こ
と
葉　
　
　

け
り
ᴹ
け

27

る
多

ở
通
釈
Ỡ　

今
は
昔
ỏ
一
条
院
の
御
代
に
雪
が
と
て
も
美
し
く
降
り
積
も
ỳ
た
朝
ỏ
端

近
く
に
お
出
ま
し
に
な
り
ỏ
雪
を
御
覧
に
な
ら
れ
た
折
ỏủ
香
爐
峯
の
雪
の
様
子
は
ど

ん
な
だ
ろ
う
か
Ứと
仰
せ
ら
れ
た
の
で
ỏ
御
前
に
控
え
て
い
た
清
少
納
言
は
ỏ
だ
ま
ỳ

て
御
簾
を
巻
き
上
げ
た
Ố
こ
の
こ
と
は
ỏ
後
世
ま
で
風
流
な
手
本
と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
る
Ố

　

こ
の
香
爐
峯
の
事
は
ỏ
白
楽
天
が
年
を
と
ỳ
て
ỏ
山
の
麓
に
一
つ
の
草
庵
を
建
て

住
ん
で
い
た
時
の
詩
に

　
　

遺
愛
寺
の
鐘
の
音
は
ỏ
枕
を
持
ち
上
げ
て
高
く
し
て
聴
き
ỏ
香
爐
峯
の
雪
は
ỏ

簾
を
巻
き
上
げ
て
眺
め
る

と
あ
る
Ố
こ
の
こ
と
を
帝
が
お
尋
ね
に
な
ỳ
た
の
で
ỏ
清
少
納
言
は
御
簾
を
巻
き
上

げ
た
の
で
あ
る
Ố

　

こ
の
清
少
納
言
は
ỏ
村
上
天
皇
の
御
代
の
梨
壺
の
五
人
の
歌
仙
の
一
人
ỏ
清
原
元

輔
の
娘
で
あ
る
Ố
和
歌
も
代
々
伝
わ
る
清
原
家
の
学
問
の
家
風
を
受
け
継
ぎ
ỏ
こ
こ

ろ
ざ
ま
が
格
別
優
雅
で
時
に
応
じ
た
振
る
舞
い
が
み
ご
と
な
事
が
多
か
ỳ
た
Ố

ở
語
釈
Ỡ　

○
一
条
院
の
御
時　

一
条
天
皇　

諱
は
懐
仁
ỏ
天
元
三
年
ớ
九
八
〇
Ờ
生

れ
ỏ
寛
弘
八
年
ớ
一
〇
ử
Ờ
に
三
十
二
歳
で
没
Ố
円
融
天
皇
第
一
皇
子
Ố
母
は
ỏ
東
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三
条
女
院
詮
子
ỏ
藤
原
兼
家
女
Ố
在
位
期
間
は
ỏ
寛
和
二
年
ớ
九
八
六
Ờ
か
ら
寛
弘

八
年
ớ
一
〇
一
一
Ờ
ま
で
ỏ
道
長
を
中
心
と
し
た
藤
原
氏
最
盛
期
で
あ
る
Ố
位
に
つ

か
せ
給
ふ
年
と
す
る
と
寛
和
二
年
の
こ
と
と
な
る
Ố
○
香
爐
峯　

江
西
省
爐
山
の
北

峰
Ố
○
清
少
納
言　

生
没
年
不
明
Ố
父
は
ỏ
清
原
元
輔
Ố
橘
則
光
と
結
婚
し
て
則
長

を
も
う
け
る
が
ỏ
離
別
す
る
Ố
一
条
天
皇
の
正
暦
年
中
に
中
宮
定
子
に
仕
え
ỏ
和
漢

の
学
識
に
富
み
ỏ
機
敏
な
才
能
を
発
揮
し
て
後
宮
サ
ロ
ン
の
花
形
と
な
ỳ
た
Ố
公
卿

殿
上
人
文
人
た
ち
と
の
興
隆
で
そ
の
才
知
を
披
露
し
優
雅
を
競
ỳ
た
Ố
長
保
二
年

ớ
一
一
〇
〇
Ờ
に
定
子
は
崩
じ
ỏ
少
納
言
も
後
宮
を
去
ỳ
た
よ
う
だ
Ố
三
十
六
歌
仙
の

一
人
で
あ
り
ỏứ
枕
草
子
Ừứ
清
少
納
言
歌
集
Ừ
が
あ
る
Ố
○
楽
天
老　

白
楽
天
○
遺

愛
寺
鐘
欹
枕
聴　

香
爐
峯
雪
撥
簾
看　
ứ
白
氏
文
集
Ừ
第
十
六
ủ
香
爐
峯
下
に
新
た
に

山
居
を
卜
し
ỏ
草
堂
初
め
て
成
る
Ố
偶
東
の
壁
に
題
す
Ứ
五
首
の
内
の
第
四
首
Ốứ
和

漢
朗
詠
集
Ừ
に
も
収
録
Ố
○
梨
壺
の
五
人
の
歌
仙　

天
暦
五
年
ớ
九
五
一
Ờ
十
月
ỏ

村
上
天
皇
の
勅
命
で
梨
壺
ớ
昭
陽
舎
Ờ
に
撰
和
歌
所
が
設
け
ら
れ
た
Ố
別
当
に
藤
原

伊
尹
寄
人
に
大
中
臣
能
宣
ỏ
清
原
元
輔
ỏ
源
順
ỏ
紀
時
文
ỏ
坂
上
望
城
が
任
命
さ
れ

た
Ố
○
清
原
元
輔　

延
喜
八
年
ớ
九
〇
八
Ờ
生
ま
れ
ỏ
永
祚
二
年
ớ
九
九
〇
Ờ
に
八

十
三
歳
で
没
す
Ố
深
養
父
の
孫
ỏ
父
は
清
原
春
光
Ố
清
少
納
言
の
父
Ố
河
内
少
掾
ỏ

少
監
と
低
い
が
ỏ
歌
人
と
し
て
は
ỏ
天
暦
五
年
撰
和
歌
所
の
寄
人
に
選
ば
れ
ỏ
万
葉

集
読
解
と
後
選
集
選
集
従
事
し
た
Ố
三
十
六
歌
仙
の
一
人
で
ứ
元
輔
集
Ừ
が
あ
る
Ố

ở
参
考
Ỡ　

清
少
納
言
の
機
知
譚
は
ứ
世
継
物
語
Ừ
第
二
十
三
話
・
第
二
十
四
話
等
に

も
見
ら
れ
る
Ố
本
話
は
ỏứ
枕
草
子
Ừ
二
八
〇
段
と
同
話
で
あ
り
ỏứ
十
訓
抄
Ừ
一
ᴹ

二
十
一
ứ
悦
目
抄
Ừứ
本
朝
語
園
Ừợ
巻
四
清
少
納
言
捲
簾
Ụứ
體
源
鈔
Ừ
十
二
末
ứ
女

郎
花
物
語
Ừ
五
十
二
は
同
文
的
同
話
で
あ
る
Ốứ
枕
草
子
Ừ
で
は
ỏ
定
子
と
の
エ
ピ

ソ
ồ
ド
で
あ
る
が
ỏứ
十
訓
抄
Ừứ
本
朝
語
園
Ừứ
骵
源
鈔
Ừứ
女
郎
花
物
語
Ừ
で
は
ỏ

は
ỳ
き
り
と
一
条
天
皇
と
清
少
納
言
と
の
逸
話
と
な
り
ỏủ
御
門
仰
出
さ
れ
る
に
よ

り
ỏ
御
簾
を
ば
あ
げ
け
る
也
Ứ
の
一
文
の
付
加
に
よ
ỳ
て
ứ
枕
草
子
Ừ
二
八
〇
段
の

定
子
皇
后
と
清
少
納
言
の
有
名
な
逸
話
は
消
滅
し
た
Ố

　
　
　

◇　

后
宮
ớ
彰
子
Ờ
の
女
房
蛍
を
見
て
和
歌
を
詠
む
事
◇

60

　
 
今 
は
昔
ỏ 
一 
条
院
の
御
時
ỏ
或
殿
上
人 

１ 

２

 
水
無 
ớ
み
な
Ờ月
廿
日
あ
ま
り
ỏ
い
と 
暗 
き
に
ỏ
后

４

宮
に  
参 
り
て
ỏ 
馬 
道
に
た
ゝ
ず
み
け
る
に
ỏ 
上 
よ
り
人
の
音
の
あ
ま
た
し
て 
来 

ま
い 

６ 

７ 

８ 
た 
り
・

け
れ
ば
ỏ 
さ 
り
げ
な
く 
引
き
隠
れ
て
ỏ
の
ぞ
き
け
る
に
ỏ 
壺
の
遣
水
に
ỏ
蛍
の
お
ほ

９

く 
す
だ
く
を 
見
て
ỏ 
先
な
る
女
房
ủ
ゆ
か
し
き
蛍
か
な
Ố  
集 
め
た
る
や
う
に
し
て

ớ
あ
つ
め
Ờ

 
見
ゆ
れ
Ứ
と
て 
過
ぐ
る
に
ỏ
次
な
る
人
ỏ 
優
な
る
声
に
て
ỏ ủ 
蛍
火   
乱
飛 Ứ
と 
口
ず

ớ
ケ
イ
カ
ハ 
ミ
タ
レ
ト
ウ
Ờ

さ
み
け
り
Ố
ま
た
次
な
る
ỏủ
夕
殿
に
蛍 
飛 
ん 
で
Ứ
と 
う
ち
詠
む
Ố
し
り
な
る
人
ỏ

・

ủ 
隠
れ
ぬ
物
は
夏
虫
の
Ứと
ỏ
は
な
や
か
に
ひ
と
り
ご
ち
た
り 
け
り
Ố 
と
り
／ 
＼
や
さ

し
く 
お
も
し
ろ
く
て
ỏ
此
男
な
に
と
い
ふ
一
ふ
し
も 
な
か
ら
ん
が 
本
意
な
く
て
ỏ 
ね

 
ず 
な
き
を
し 
出

づ

 
し 
た
り
け
れ
ば
ỏ 
先
な
る
女
房
ỏủ 
物

・

 
お 
そ
ろ
し
や
Ố
蛍
に
も
声
の

を

 
あ
り
け
る
よ
Ứ
と
て
ỏ
つ
や
／ 
＼
さ
は
ぎ
た
る
景
色
も
な
く
ỏ 
う
ち
し
め
り
た
る
空

 
お
ぼ
め
き
の
程
ỏ 
あ
ま
り
に 
色
深
く
か
な
し
う 
覚 
へ 
け
る
に
ỏ
今
ひ
と
り
ỏủ
な
く
虫

・

よ
り
も
と
こ
そ 
思
ひ
し
に
Ứ
と
ỏ 
取 
り 
な
し
た
り
け
る
Ố
是
ま
た 
思
ひ
入
り
た
る
ほ

・

ど
ỏ 
堪 
へ 
が
た
く
お
く
ゆ
か
し
か
り
け
り
Ố 
ま
こ
と
に
と
り
／ 
＼
に
や
さ
し
く 
覚

・

 
へ ・

け
る
Ố
此 
心
は

　
　

音
も 
せ
て 
み
さ
ほ
に
も
ゆ
る
蛍
こ
そ
鳴
虫
よ
り
も 
哀
れ 
な
り 
け
れ

也

ở
校
異
Ỡ　

１　

今
は
昔
ᴹ
い
ま
は
む
か
し
底
渡
公
伴
竹
今
ハ
む
か
し
土
い
ま
ハ
む
か

し
葉
坊
い
ま
は
昔
多　

２　

一
条
院
の
御
時
ᴹ
一
条
院
御
時
葉
坊
一
条
院
の
と
き
土 

３　

水
無
月
 M
水  
無 
月
底
渡
み
な
月
土　

４　

暗
き
ᴹ
く
ら
き
宇　

５　

参
り
て
ᴹ

ミ 

な

ま
い
り
て
底
渡
多
公
葉
坊
伴
竹
ま
ゐ
り
て
土　

６　

馬
道
に
た
ゝ
ず
み
け
る
に
ᴹ
め

ん
た
う
に
た
ゝ
ず
ミ
け
る
に
底
渡
公
葉
め
ん
だ
う
に
た
ゝ
ず
ミ
け
る
に
多
伴
竹
め
ん

３

５

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

4546

47

48
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と
う
に
た
ゝ
ず
ミ
け
る
に
土　

７　

上
ᴹ
う
へ
渡
多
公
葉
坊
伴
う
ゑ
土
ủ
后
宮
Ứ
ミ

セ
ケ
チ
し
ủ
う
へ
Ứ
と
訂
正
竹　

８　

来
た
り
け
れ
ば
ᴹ
来
り
け
れ
ハ
底
渡
多
公
土

葉
坊
竹
来
り
け
れ
ば
伴　

９　

さ
り
げ
な
く
ᴹ
さ
り
け
な
く
公
さ
り
げ
な
く
ủ
か
Ứ

ミ
セ
ケ
チ
し
ủ
り
Ứ
と
訂
正
葉　
　
　

引
き
隠
れ
て
ᴹ
ひ
き
か
く
れ
て
底
渡
多
公
葉

10

坊
伴
竹
引
か
く
れ
て
土　
　
　

壺
の
遣
水
ᴹ
つ
ぼ
の
や
り
水
宇　
　
　

す
だ
く
ᴹ
す

11

12

た
く
底
渡
公
土
葉
坊
竹　
　
　

見
て
ᴹ
ミ
て
葉　
　
　

先
な
る
ᴹ
さ
き
な
る
宇　

13

14

　
　

集
め
た
る
 M
集 
た
る
底
渡
土
伴
あ
つ
め
た
る
公
葉
坊　
　
　

見
ゆ
れ
ᴹ
ミ
ゆ
れ

あ
つ
め

15

16

底
渡
多
公
土
葉
坊
伴
竹　
　
　

過
ぐ
る
に
ᴹ
す
ぐ
る
に
底
渡
多
公
葉
坊
伴
竹
過
る
に

17

土　
　
　

優
な
る
声
ᴹ
ゆ
ふ
な
る
こ
ゑ
底
渡
多
伴
竹
ゆ
ふ
な
る
声
公
土
葉
坊　

18

　
　
 
蛍  
火 
ケ
イ 
カ 
乱 ミダ
レ 
飛 
と
⊙

ト
ウ

 
蛍  
火 
ケ
イ 
カ 
乱 ミダ
レ 
飛 
底
渡
蛍
火
乱
と
多
土
竹
蛍
火
ミ
タ
レ
飛
と
葉
坊
蛍

ト
ウ

19火
乱
飛
て
と
伴　
　
　

口
ず
さ
み
ᴹ
口
ず
さ
ミ
底
渡
多
公
土
葉
坊
伴
竹　
　
　

飛
ん

20

21

で
ᴹ
飛
で
底
伴
竹
飛
て
渡
多
公
土
葉
坊　
　
　

う
ち
詠
む
ᴹ
う
ち
な
が
む
底
渡
多
公

22

葉
坊
伴
竹　
　
　

隠
れ
ぬ
物
は
夏
虫
の
ᴹ
か
く
れ
ぬ
物
ハ
夏
虫
の
底
渡
多
公
葉
坊
伴

23

竹
か
く
れ
ぬ
物
は
夏
む
し
の
土　
　
　

け
り
ᴹ
け
る
土　
　
　

と
り
／
＼
ᴹ
取
／
＼

24

25

土 
　
　

お
も
し
ろ
く
て
ᴹ
お
も
し
ろ
く
し
ủ
し
Ứ
ミ
セ
ケ
リ
を
し
て
ủ
て
Ứ
と
訂
正
坊 

26
　
　

な
か
ら
ん
が
ᴹ
な
か
ら
む
か
葉
な
か
ら
む
が
伴
な
か
ら
ん
か
土　
　
　

本
意
ᴹ

27

28

ほ
い
宇　
　
　

ね
ず
な
き
ᴹ
ね
つ
な
き
土
葉
ね
づ
な
き
ủ
つ
Ứ
に
ミ
セ
ケ
チ
し
ủ
す

29

歟
Ứ
と
あ
る
多　
　
　

出
し
た
り
け
れ
ば
ᴹ
出
た
り
け
れ
バ
底
渡
出
た
り
け
れ
ハ
多

30

公
土
葉
坊
竹　
　
　

先
な
る
女
房
ᴹ
さ
き
な
る
女
房
宇　
　
　

物
お
そ
ろ
し
ᴹ
物
を

31

32

そ
ろ
し
底
多
公
坊
物
お
そ
ろ
し
ủ
を
Ứ
ミ
セ
ケ
チ
し
ỏủ
お
Ứ
と
訂
正
渡
も
の
を
そ
ろ

し
渡
も
の
を
そ
ろ
し
土　
　
　

あ
り
け
る
よ
ᴹ
有
け
る
よ
公
土
有
よ
葉　
　
　

う
ち

33

34

し
め
り
た
る
ᴹ
打
し
め
り
た
る
土　
　
　

お
ぼ
め
き
ᴹ
お
ほ
め
き
葉　
　
　

あ
ま
り

35

36

に
ᴹ
餘
り
に
土　
　
　

色
深
く
ᴹ
色
ふ
か
く
底
渡
多
公
土
伴
竹　
　
　

覚
へ
け
る
に

37

38

ᴹ
覚
け
る
に
底
渡
多
公
葉
坊
伴
竹
お
ぼ
へ
け
る
に
土　
　
　

思
ひ
し
に
ᴹ
お
も
ひ
し

39

に
宇　
　
　

取
り
な
し
ᴹ
取
な
し
底
渡
多
公
葉
坊
伴
竹
と
り
な
し
土　
　
　

思
ひ
入

40

41

り
た
る
ᴹ
お
も
ひ
入
た
る
多
公
土
葉　
　
　

堪
へ
が
た
く
ᴹ
堪
が
た
く
底
渡
多
公
葉

42

坊
伴
竹
た
へ
が
た
く
土　
　
　

ま
こ
と
に
ᴹ
誠
に
土
葉　
　
　

覚
へ
け
る
ᴹ
覚
け
る

43

44

底
渡
多
公
葉
坊
伴
竹
お
ぼ
へ
け
る
土　
　
　

心
は
ᴹ
心
ハ
底
渡
多
土
葉
坊
伴
竹
こ
こ

45

ろ
は
公　
　
　

音
も
せ
で
ᴹ
音
も
せ
て
多
公
葉
坊
竹 
音 
も
せ
て
土　
　
　

み
さ
ほ
に

お
と

46

47

も
ゆ
る
ᴹ
ミ
さ
ほ
に
も
ゆ
る
底
渡
多
公
葉
坊
竹
ミ
さ
ほ
に
み
ゆ
る
土
ミ
さ
ほ
に
ミ
ゆ

る
伴　
　
　

哀
れ
な
り
け
れ
ᴹ
あ
ハ
れ
也
け
れ
底
渡
多
竹
ủ
け
り
Ứ
の
所
ミ
セ
ケ
チ

48

ủ
け
れ
Ứ
伴
あ
ハ
れ
也
け
り
葉
哀
れ
也
け
れ
公
哀
也
け
り
土
坊

ở
通
釈
Ỡ　

今
は
昔
Ố
一
条
院
の
御
時
ỏ
或
殿
上
人
が
ỏ
六
月
廿
日
す
ぎ
の
た
い
そ
う

暗
い
夜
ỏ
后
の
御
殿
に
参
上
し
て
ỏ
馬
道
の
所
に
た
た
ず
ん
で
い
た
Ố
御
前
か
ら
人

の
足
音
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
て
き
た
の
で
ỏ
何
気
な
い
風
で
物
陰
に
隠
れ
て
覗
い
て

い
た
Ố
坪
庭
の
遣
り
水
の
所
に
蛍
が
多
く
群
が
ỳ
て
い
る
の
を
見
て
ỏ
先
頭
の
女
房

が
ủ
大
変
な
蛍
で
す
ね
Ố
ま
る
で
集
め
よ
う
に
見
え
る
Ứ
と
言
ỳ
て
通
り
過
ぎ
て
行

く
Ố
次
に
来
た
女
房
は
ỏ
上
品
な
声
で
ủ
蛍
火
乱
れ
飛
ん
で
Ứ
と
口
ず
さ
ん
で
い
た
Ố

三
人
目
の
女
房
は
ỏủ
夕
殿
に
蛍
飛
ん
で
Ứ
と
詠
じ
る
Ố
最
後
の
女
房
は
ỏủ
隠
れ
ぬ

物
は
夏
虫
の
Ứと
は
ỳ
き
り
と
ひ
と
り
ご
と
を
言
う
Ố
そ
れ
ぞ
れ
優
雅
で
趣
き
深
く
ỏ

殿
上
人
は
ỏ
何
か
し
ら
一
節
も
な
い
の
が
残
念
に
思
い
ỏ
ね
ず
鳴
き
を
し
て
み
せ
た

の
で
あ
る
Ố
先
頭
に
い
た
女
房
は
ỏủ
恐
ろ
し
い
Ố
蛍
に
声
が
あ
ỳ
た
わ
よ
Ứ
と
言
ỳ

て
ỏ
少
し
も
驚
い
た
様
子
も
な
く
落
ち
着
い
て
素
知
ら
ぬ
風
を
し
て
取
り
合
わ
な

い
Ố
も
う
一
人
は
ỏủ
な
く
虫
よ
り
も
黙
ỳ
て
燃
え
て
い
る
蛍
の
方
が
良
い
と
思
ỳ

て
い
ま
す
の
に
Ứ
と
そ
の
場
を
取
り
繕
ỳ
た
Ố
こ
れ
は
ま
た
深
い
思
い
の
ほ
ど
が
ỏ

た
ま
ら
な
く
奥
ゆ
か
し
か
ỳ
た
Ố
本
当
に
ど
の
女
房
も
み
な
優
雅
に
思
わ
れ
た
Ố

ủ
な
く
虫
よ
り
も
Ứ
の
意
味
は
ỏ

　
　

声
を
出
し
て
鳴
く
虫
よ
り
も
黙
ỳ
て
燃
え
る
蛍
の
方
が
ず
ỳ
と
趣
深
い
も
の
で

『世継物語』注釈（八）

33

Title:Tp023-035_白石美鈴.ec8 Page:33  Date: 2008/03/01 Sat 11:24:49 



　
　

あ
り
ま
す
Ố

と
い
う
の
で
あ
る
Ố

ở
語
釈
Ỡ　

○
水
無
月　

陰
暦
六
月
Ố
○
后
宮　

后
の
御
殿　

○
馬
道　

厚
板
を
敷
き

わ
た
し
て
廊
下
の
よ
う
に
通
行
す
る
よ
う
に
し
た
所
Ố
取
り
外
し
て
馬
を
乗
り
入
れ

る
通
路
と
し
た
Ố
○
坪
の
遣
水　

坪
庭
の
中
を
流
れ
る
小
川
Ố
○
す
だ
く　

多
く
集

ま
る
Ố
○
ゆ
か
し
き　

ど
ん
な
様
子
か
見
た
い
ỏ
知
り
た
い
Ốủ
ゆ
か
し
き
蛍
か
な

ộ
Ứ
は
ỏứ
今
物
語
Ừ
に
は
見
え
な
い
Ố
○
蛍
火
乱
飛　

こ
の
句
は
ỏ
元
愼
ủ
夜
坐
Ứ

ủ
雨
滞
更
愁
南
瘴
毒　

月
明
兼
喜
北
風
涼　

古
城
楼
影
横
空
館　

湿
地
虫
声
遶
暗
廊 

蛍
火
乱
飛
秋
已
近　

星
辰
早
没
夜
初
長　

孩
提
万
里
何
時　

狼
藉
家
書
満
臥
す
床
Ứ

ớứ
全
唐
詩
Ừ
巻
一
四
五
元
愼
二
〇
Ờ
に
み
え
ỏứ
和
漢
朗
詠
集
上　

夏
Ừ
に
ủ
蛍
火
乱

れ
飛
ん
で
秋
已
に
近
し　

辰
星
早
く
没
し
て
夜
初
め
て
長
し
Ứ
と
引
く
Ố
○
夕
殿
に

蛍
飛
ん
で　

こ
の
句
は
ỏ
白
楽
天
ủ
長
根
歌
ộ
夕
殿
蛍
飛
思
悄
然　

孤
灯
挑
尽
未
成

眠　

遅
遅
鐘
鼓
初
長
夜　

耿
耿
星
河
欲
曙
天
ộ
Ứớủ
白
氏
文
集
Ứ
十
二
・
感
傷
四
Ờ

に
み
え
ỏứ
和
漢
朗
詠
集
下　

恋
Ừ
に
ủ
夕
殿
に
蛍
飛
ん
で
思
ひ
悄
然
た
り　

秋
の
燈

挑
げ
盡
し
て
い
ま
だ
眠
る
こ
と
あ
た
わ
ず
Ứ
と
引
く
Ố
ま
た
ứ
源
氏
物
語　

幻
Ừ
に

ủ
蛍
の
い
と
お
ほ
う
と
び
ち
が
ふ
も
ỏ
夕
殿
に
蛍
と
ん
で
と
例
の
ふ
る
ご
と
も
か
か

る
す
ぢ
の
み
口
な
れ
給
へ
り
Ứ
と
あ
る
Ốứ
十
訓
抄
Ừỏứ
悦
目
抄
Ừỏứ
今
物
語
Ừ
に
も

宮
に
た
た
ず
む
う
ち
に
ủ
夕
殿
に
蛍
飛
ん
で
Ứ
と
あ
る
Ố
○
隠
れ
ぬ
物
は
夏
虫
の　

ủ
桂
の
み
こ
の
蛍
を
捕
へ
て
と
い
ひ
侍
り
け
れ
ば
童
の
か
ざ
み
の
袖
に
つ
つ
み
て　

包
め
ど
も
隠
れ
ぬ
物
は
夏
虫
の
身
よ
り
余
れ
る
思
ひ
な
り
け
り
Ứớứ
後
選
和
歌
集
Ừ

巻
四
夏
二
〇
九
番
読
人
し
ら
す
Ờ
と
あ
り
ỏ
ま
た
歌
は
ỏứ
古
来
風
体
抄
Ừứ
近
代
秀

歌
Ừ
に
も
引
き
ỏ
こ
の
歌
説
話
は
ỏứ
大
和
物
語
Ừ
四
〇
段
ỏứ
世
継
物
語
Ừ
第
十
話

ứ
十
訓
抄
Ừ
第
十
ᴹ
四
〇
に
み
え
る
Ố
包
ん
で
も
隠
し
き
れ
な
い
も
の
は
ỏ
蛍
の
身
か

ら
で
る
火
で
ご
ざ
い
ま
す
Ố
蛍
の
よ
う
に
ỏ
胸
に
隠
し
き
れ
な
い
私
の
恋
し
い
思
い

の
火
で
ご
ざ
い
ま
す
と
の
激
し
い
恋
情
を
示
し
て
い
る
Ốủ
夏
虫
Ứ
と
は
蛍
で
あ
る
Ố

○
は
な
や
か
に　

は
な
の
よ
う
に
は
ỳ
き
り
と
美
し
い
様
Ố
○
本
意
な
く
て　

意
志

に
そ
む
く
Ố
○
ね
ず
な
き　

ね
ず
み
の
鳴
き
声
に
似
た
音
を
出
す
Ố
人
を
密
か
に
よ

ん
だ
り
ỏ
遊
女
が
客
を
呼
び
入
れ
よ
う
と
す
る
と
き
な
ど
に
す
る
Ố
○
つ
や
つ
や　

打
ち
消
し
を
伴
ỳ
て
全
く
Ố
少
し
も
Ố
○
う
ち
し
め
り
た
る　

し
ん
み
り
し
た
Ố
○

空
お
ぼ
め
く　

物
さ
だ
か
で
な
い
こ
と
Ố
空
と
ぼ
け
を
す
る
Ố
素
知
ら
ぬ
ふ
う
を
す

る
Ố
○
な
く
虫
よ
り
も
と
こ
そ
思
ひ
し
に　

声
を
出
し
て
鳴
く
虫
よ
り
も
黙
ỳ
て
燃

え
る
蛍
の
方
が
ず
ỳ
と
趣
深
い
も
の
で
あ
る
Ố　

話
末
のủ
音
も
せ
て
み
さ
ほ
に
も
ゆ

る
蛍
こ
そ
鳴
虫
よ
り
も
哀
れ
な
れ
け
れ
Ứ
の
歌
を
指
す
Ố
○
ủ 
音
も
せ
て
Ứ
の
歌　

ứ
重
之
集
Ừ・ứ
後
拾
遺
集
Ừ
巻
三　

夏　

二
一
六
番　

源
重
之
の
ủ
蛍
を
よ
み
侍
り
け

る
Ứ
の
詞
書
き
で
あ
る
Ố
第
二
句
は
ỏ
当
該
話
と
違
い
ỏủ
思
ひ
に
も
ゆ
る
Ứ
と
あ

る
Ố
み
さ
ほ
は
ỏủ
操
Ứỏ
心
を
変
え
ず
ỏ
光
り
続
け
る
蛍
の
光
を
指
す
Ố

ở
参
考
Ỡ　

本
話
は
ỏứ
十
訓
抄
Ừ
一
ᴹ
十
五
話
を
出
典
と
し
ỏứ
今
物
語
Ừ
巻
四
ứ
悦

目
抄
Ừứ
體
源
鈔
Ừ
二
上
ứ
十
訓
抄
Ừ
一
ᴹ
十
五
と
同
文
的
同
話
で
あ
る
Ố
本
話
の
骨

旨
は
ỏ
女
房
た
ち
が
ỏ
和
漢
の
秀
句
を
口
ず
さ
み
ỏ
ね
ず
鳴
き
に
も
動
じ
な
い
で
優

美
に
取
り
な
す
女
房
た
ち
の
振
る
舞
い
を
激
讃
し
た
話
で
あ
る
Ốứ
悦
目
抄
Ừỏứ
體

源
鈔
Ừ
文
末
に
あ
る
ủ
此
の
五
人
の
女
房
は
ỏ
一
人
は
ỏ
天
歴
の
御
時
ỏ
梨
壺
の
五

人
の
歌
仙
の
中
に
ỏ
清
原
元
輔
の
女
ỏ
清
少
納
言
と
云
ふ
者
也
Ố
一
人
は
其
比
源
氏

物
が
た
り
作
れ
る
紫
式
部
ỏ
並
び
に
赤
染
衛
門
ỏ
伊
勢
大
輔
ỏ
和
泉
式
部
ỏ
馬
内
侍

な
ど
聞
ゆ
る
人
々
也
Ố
い
と
取
り
／ 
＼
に
心
有
り
て
優
な
る
人
ど
も
也
ỐỨ
の
部
分

は
ỏ
本
話
ỏứ
十
訓
抄
Ừỏứ
今
物
語
Ừ
の
文
末
に
は
見
当
ら
な
い
Ố
こ
の
具
体
的
な
人

名
が
付
記
さ
れ
た
部
分
は
ỏ
元
来
は
ỏ
付
帯
し
て
い
な
か
ỳ
た
話
が
ỏ
原
型
で
あ

り
ỏ
後
に
具
体
的
人
名
が
付
加
さ
れ
て
ỏ
清
少
納
言
ỏ
紫
式
部
ỏ
赤
染
衛
門
ỏ
伊
勢

大
輔
ỏ
和
泉
式
部
ỏ
馬
内
侍
等
の
王
朝
才
媛
の
称
讃
譚
が
形
成
さ
れ
た
と
推
測

34

Title:Tp023-035_白石美鈴.ec8 Page:34  Date: 2008/03/01 Sat 11:24:50 



す
る
Ố

　ừ
注
Ử

ớ
１
Ờ　

小
内
一
明
ủ
小
世
継
物
語
伝
本
考
ớ
一
Ờ
ᴹ
宇
治
大
納
言
系
統
の
成
立
ᴹ
Ứớứ
大
東

文
化
大
学
紀
要
・
文
学
部
Ừ
昭
和　

年
２
月
Ờ・
高
木
浩
明
ủứ
世
継
物
語
Ừ
の
伝
本
に

44

つ
い
て
ớ
二
Ờ
ᴹ
宇
治
大
納
言
物
語
系
統
諸
本
解
題
ᴹ
Ứớứ
二
松
学
舎
大
学
人
文
論

叢
Ừ
第　

号
平
成
５
年
３
月
Ờ
に
宇
治
大
納
言
物
語
系
統
諸
伝
本
に
つ
い
て
ỏ
詳
細
な

50

伝
本
紹
介
・
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
の
ご
考
察
が
あ
る
Ố

ớ
２
Ờ　

宇
治
大
納
言
系
統
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
ỏ
注
ớ
１
Ờ
の
小
内
一
明
氏
の
御
論
考
と

拙
稿
ủ
世
継
物
語
に
つ
い
て
ớ
一
ỜỨớứ
国
文
目
白
Ừ
第　

号
昭
和　

年
２
月
Ờ
を
参

16

52

照
さ
れ
た
い
Ố

『世継物語』注釈（八）
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